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第 1章音楽を用いた回想法の問題点と本研究の目的

第1章 音楽を用いた回想に関する先行研究の紹介と問題点の指摘及び本研究の

検討課題

1.高齢者の精神的健康の重要性

1-1. 社会の高齢化

近年，世界的に人口の長寿化がすすんでいる. r高齢者」とは， 65歳以上の人をさ

し，総人口に占める高齢者人口の割合を高齢化率(高齢者人口割合)と呼ぶ(厚生省，

2000). 日本では，高齢化率が 1970年に 7.1%だったのに対して 1995年に 14.5%，

さらに 2000年には 17.2%，と急速な高まりを見せている.国際連合の定義では，高

齢化率が 7%以上で高齢化社会， 14%以上で高齢社会とされていることから，現在の

日本は高齢社会といえる.今後も第二次世界大戦後のベビーブーム世代が高齢者とな

るにつれて，更に高齢化率が高まり， 2020年には総人口の 26.9%つまり 4人に 1人

が高齢者という世界最高水準の高齢社会を迎える.2000年から以後 20年間の高齢者

の増加数は，現在の東京と人口にも匹敵する規模であり，まさにこれから「高齢者の

世紀」が始まるといえる(厚生省， 2000). 

高齢者人口の増加に伴って，平均寿命も年々伸び続ける傾向にある.日本では， 1970

年の平均寿命は男が 69.3歳で女性が 74.7歳であり， 65歳時の平均余命は男性が 12.5

歳，女性が 15.3歳であった.それに対して， 2000年の平均寿命は，男性が 77.7歳，

女性が 84.6歳であり， 65歳時の平均余命は男性が 17.5歳，女性が 22.4歳である.

つまり，高齢者は 65歳以降約 20年間を過ごすことになるのである.今や老年期は単

なる余生ではなく，人生において重要な段階(stage)として捉えられるべきであろう.

1-2.高齢者の精神的健康

WHO(I948)の定義によると，健康とは r単に病気のない状態ではなく，身体的・

精神的・社会的に良好な状態にあることJといわれている(高田， 2001).老年期には，

ほとんどの人が何らかの慢性的な疾患を抱えており，仕事や家庭内での役割の喪失な

どといった社会的生活上の変化も経験し，精神的に不健康な状態へ陥りやすいといわ

れている(大山， 2001).老年期には，身体的な健康，配偶者や親族，収入，地位・役

割，生きがいなどの喪失体験や，仕事上の心労負担や職業上の役割の喪失，家族の心

配，家族内の対人葛藤，肉親との死別体験，子どもの結婚，身体疾患，手術や入院の

1 



第 1章音楽を用いた回想法の問題点と本研究の目的

体験，義歯の不全などの身体的・社会的な変化が原因で，うつ病が発症しやすくなる

ともいわれている(大森， 1987). しかしながら，身体や社会的な生活の変化によって，

全ての高齢者が精神的に不健康な状態へと陥るわけではない.そのような変化を経験

しながらも，精神的に健康で，自分らしく生き生きと生活している高齢者は多く存在

する.

高齢者が r老化の過程にうまく適応することができ，幸福な老後を迎えることが

できることJを，サクセスフルエイジング (successfulaging) という(野口， 2001). 

サクセスフルエイジングは， Havighurst (1961)や Palmore(1979)によって，提唱さ

れた概念である. rサクセスJ(success)は，獲得や実行に成功すること，均衡がとれ

ている状態のことを表す.それに対して rエイジングJ(aging)は成長 (growth) と

対比的に用いられる言葉であり，日本語でいう「老化Jの意味合いに近く，衰退や機

能低下，喪失を表す.これらの言葉を組み合わせることによって，エイジングに伴っ

て自然に生じる変化 (身体的な衰えや退職，友人の死など)を受容し，あるがままに

任せるのではなく，目的をもって年齢を重ね，老年期の人生を創り上げていくという

ことを意味する (Baltes& Smith， 1990). このことから，身体や社会的な生活の変化

を受け入れ，現在の自己を受容することは，高齢者の精神的健康の向上を促すと考え

られる.

高齢者の精神的健康は，高齢者のサクセスフルエイジングにとって重要な要素

(Baltes & Smith， 1990)といわれており，高齢者の Qualityof Life (QOL)の充足につ

ながると考えられる.精神的健康とは，非常に広い概念であり，これまで多くの研究

者が定義づけを試みてきた(上田， 1993).上田(1993)がまとめた精神的健康の定義を

参考にすると，高齢者が精神的健康であるという状態は，情緒的に安定していて，自

主的に行動を行っており，自分自身について満足感をもっているなどといった状態を

さすと考えられる.また，このような状態を測定するために使用される指標として，

これまでの研究では，気分状態，活動意欲，社会活動，協調性，満足感，などの程度

を量的にとらえる指標が用いられている.これらの指標の中でも，情動反応・気分は

一過的に変動する短期的な側面であり 人生満足感や自己評価は長期間をかけて変動

する長期的な側面とされている (George，1981).これらのことから，本研究では，高

齢者の精神的健康については，気分を短期的な側面として，人生や現在に対する満足

感を長期的な側面として扱うこととする.
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2.高齢者の精神的健康と音楽を用いた回想法

高齢者を対象とした施設や医療機関では，身体的な問題や社会的生活に対する支援

をおこなうとともに，精神的な健康の維持・向上をめざす心理的アプローチとして，

最近，様々な心理療法が実施されるようになってきている.例としては，カウンセリ

ングや行動療法，音楽療法，園芸療法，作業療法，回想法などがあげられる.中でも，

回想法は特に広く実施されている方法である.

2.1.回想法とは

回想法とは，高齢者に対して過去の出来事や体験を思い出すように働きかけ，回想

したことを他者に話すことで，高齢者の QOLの向上を促す方法である.回想には，

単に過去の出来事や経験を想起するだけではなく，関係する出来事や事柄などを思い

出し，さらに，思い出した経験が自分の人生にとってどんな意味をもっ経験であった

のか，今の自分にどんな影響を与えたのかなどの評価をおこなう過程も含まれる.

高齢者は，昔のことを思い出す機会が多く，過去についての回想をおこなう傾向が

高いと一般的にいわれている.幼少期などの過去の記憶は思い出されやすく，発言を

促しやすいと考えられる.また，過去に関する話題は他者と共有しやすく，感情的な

思い出は他者との共感を促しやすいと考えられる.これらのことから，回想法は高齢

者に不足しがちである他者とのコミュニケーションを促しながら，無理なく取り組め

る方法であるといえる.

過去を頻繁に思い出レ懐かしむ行為は，うつ病(メランコリー)に見られる症状と

しても捉えられる.かつては，高齢者が回想する行為についても，過去への繰り言や

現実逃避などといわれ，否定的に捉えられがちであった(野村， 1998). しかし，アメ

リカの精神科医であった Butler(1963)が，高齢者の回想を「自己の人生を振り返り，

未解決の葛藤の解決を促す自然で普遍的な心的過程」であると提唱したことを機に，

回想に対する見直しがなされ始めた.1960年代は，臨床や実践の場で回想を応用する

試みが広くおこなわれるようになり， 1970年代には， Lewis and Butler (1974)が，

高齢者の回想をライフレビューとして療法的に応用できることを提案したことで，ラ

イフレビューの概念化や実践がおこなわれるようになった.1980年代には，回想法に

関する文献のレビューが多く呈示され，理論的検討や臨床における適用対象や心理・

社会的な効果などの検討がおこなわれるようになった.1990年代には，回想法に関す

3 
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る科学的な理論的裏づけをおこなうために，心理学的な観点からの研究がおこなわれ

るようになった.また， 1990年代になると， 1980年代になされていた理論的な再検

討がなされ，回想法を一般的な回想とライフレビューとに分類されるようになった.

一般的回想とライフレビューは，全く異なる方法ではなく，同じ過去の想起という枠

組みの中に存在する.しかし，両者は，目的の設定や理論ベース，過程，効果，など

といった点で相違があるといわれている (Haight& Burnside， 1993). これらの相違

点について， Table1-1に示す.これまでおこなわれてきた回想法の心理的効果に関す

る研究には，一般的な回想とライフレビューについて明確な区別がおこなわれている

場合とそうでない場合がある.本研究では，両者を分けて検討する.なお，先行研究

に関する表記については，区別がおこなわれている場合は一般的回想又はライフレビ

ューと表記し，区別がおこなわれていない場合には回想法と表記して，説明をおこな

うこととする.

2-2. 回想法の手法一一般的回想とライフレビュー-

2-2・1.一般的回想

一般的回想は，回想を多く引き出すことによって，対人コミュニケーションの促進

や楽しみの提供などをおこない，高齢者の QOLを向上させようとする方法である.

この方法は， Butler (1963)の影響を受けた McMahonand Rhudick (1964)の提唱が基

となり，グループに対するアプローチとして発展してきた.Butler (1963)が高齢者の

回想の重要性を提唱した文章の中で述べた， r高齢者の回想は，自然で普遍的な心的過

程jという部分を受けて，高齢者が自ら回想をおこなうということを重要視している.

そのため，セラピストの質問によって回想を引き出すのではなく，あくまでも高齢者

が自ら自由に発言できるような形式でおこなわれる.高齢者の共通の話題となるよう

な過去の事物(例として玩具や生活道具)やテーマ(例として誰もが知っている事件)

を，セラピスト(進行役)がグループに対して呈示することによって，グループ内で

の自発的発言を促し，その発言をもとに会話を発展させていくという進め方で回想法

が展開されている.一般的回想では，回想による他者とのコミュニケーションの増大

が高齢者の精神的健康の向上につながると考えられる.
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第 1章音楽を用いた回想法の問題点と本研究の目的

2-2・2. ライフレビュー

ライフレビューは，発達段階ごとの自伝的な回想をおこない，過去を受容し，過去

から現在をまとめていくことによって， Erikson (1950)の示す老年期の発達課題の解

決と自我の統合を促し，高齢者の QOLを向上させようとする方法である.この方法

は， Butler (1963)の提唱した高齢者の回想の療法的意義を受けて，発展してきた.

Butler (1963)が，高齢者の回想の意義として重要であるとした「過去の経験を再統合

する」過程は，ライフレビューにおける統合の過程と一致するといえる.統合の過程

では，過去を受容し，現在の自分を過去から連続した存在として認識することが大切

となる.そのためには，単に過去の経験を回想するだけではなく，回想した内容に対

して評価していくという過程もライフレビューには重要である.ライフレビューでは，

自伝的な回想と回想内容に対する評価によって自己の統合が促された結果，高齢者の

精神的健康の向上を導くことができると考えられる.

Table 1・1一般的回想とライフレビューとの違い

一般的回想

目的 社会性の向上

コミュニケーションスキルの獲得

楽しみの提供

理論ベース 心理社会的ベース

過程 自由な形式

自発的

リラックスした環境

主にポジティブな回想内容

効果 孤独感の低減

他者との関係性の構築

3. 回想法における音楽の有効性

ライフレビュー

自己統合

精神分析的ベース

構造的

個人的

評価的

ライフスパンによるアプローチ

自己統合

well-beingの増加

Haight & Burnside (1993)より抜粋

回想法では，回想、をスムーズに引き出したり，他者との話題の共有を促したりする

ために，道具や材料が使用されることがある.材料や道具を使用することは，回想、法
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第 1章音楽を用いた回想法の問題点と本研究の目的

における展開や他者とのコミュニケーションに影響を与えると考えられる.

回想法をおこなう際には 言語と併せて材料や道具などを用いると，回想がスムー

ズに引き出されやすくなると一般的にいわれている.また， Gibson (1994)は，材料や

道具を用いることによって，視覚や聴覚，触覚，味覚，嘆覚を通じて，回想、が促され

ると述べている.使用される材料と道具の例としては，写真や衣服，料理 Ongersoll

& Goodman， 1996)，動物 (Kerr& Pratt， 1982)，音楽 (Palmer，1977; Wylie， 1990)， 

新聞や地図，雑誌，写真などの出版物，玩具や生活用具，雑貨などの昔使用されてい

たもの，植物，食べ物，香水などの五感を刺激するもの(野村， 1993)，があげられる.

これらの材料・道具は，回想をスムーズに引き出すと経験的に言われている.

しかし，一方で，回想を引き出す刺激として，個人に適合 (matching)しない場合

があることも指摘されている(野村 2000).例えば，回想法において最もよく使用され

ている写真でさえ，生活環境や地域差，産まれた年の影響が大きいため，回想が引き

出されない場合もある.回想法に適する刺激としては，広く知られており，回想を促

す働きをもっということが重要な条件となるといえる.

また，回想法では他者との感情的な共有体験も重要であるとされており，感情的な

内容について回想し，他者との共感を促すことが大切であると考えられる.そのため，

回想法で用いる刺激としては，感情喚起作用をもっ刺激であるということも重要な条

件であるといえる.

これらのことから，回想法において有効な刺激の条件としては，広く知られており

回想を引き出しやすいということと，感情喚起作用をもっということが重要であると

いえる.これらの条件を満たすものとしてあげられるのが音楽である.学校唱歌や流

行歌といった音楽は，教育やメディアなどを通して広く知られる刺激だからである.

以上により音楽と回想，高齢者の精神的健康との関係性は Figure1-1に示した図に

よって説明できると考えられる.つまり，回想、法は高齢者の精神的健康に働きかける

方法であり，音楽は回想法をスムーズにおこなうための刺激として用いられていると

考えられる.

CD 
Figure 1-1高齢者の精神的健康と音楽を手がかりとした回想との関係

6 



第 1章音楽を用いた回想法の問題点と本研究の目的

4.高齢者の回想と精神的健康との関連

回想法における音楽の有効性を示すため，まずは，引き出される回想と高齢者の精

神的健康との関係について明らかにする必要があると考えられる. このためには，回

想と精神的健康との関係を検討し，精神的健康の向上を促す回想とはどのような回想

なのかを示す必要がある.

本節では，高齢者の精神的健康に関係する回想について示すため，高齢者の回想と

精神的健康に関する先行研究について概観する.先行研究については，まず，回想、法

と高齢者の精神的健康との関係を検討した研究をあげる.その後，回想における回想

の量的特徴と質的特徴に関する検討や，それら特徴と精神的健康との関係に関する検

討をおこなった研究について述べる.その上で，精神的健康の向上を促すためには回

想において何が大切なのかを示していく.

4'1.回想法が高齢者の精神的健康に与える影響

回想法によって，高齢者の QOLにどのような影響が認められるかについては，回

想、法を高齢者に対して実施し，実施前後での心理状態の変化を比較することによって

検討されてきた.

先行研究では，回想法が高齢者の人生満足感の改善 (Haight，1988; Cook， 1998)や

感情状態の改善 (Haight，1988)，主観的な健康度の改善・他者との関わりの増大

(Fielden， 1990)，抑うつの低下 (Youssef，1990)をもたらすことが示されている.

しかし，回想法によって，主観的疲労感 (Burnside，1990)や感情状態 (Burnside，

1990; Reddin， 1996)，人生満足感 (Burnside，1990; Cook， 1991; Reddin， 1996)，抑

う つ (Cook， 1991; Steven-Ratchford， 1993)，自尊感情 (Cook， 1991; 

Steven -Ratchford， 1993)などへの影響が認められなかったという報告もあり，回想、法

と高齢者の精神的健康とには関連性が認められないともいわれている.

以上のように，回想法の心理的効果については，一貫した結果が得られていない.

Oliveria (1977)は，回想によってポジティブな経験の追体験をすることもあれば， ト

ラブルについて思い出すこともあることや，ポジティブな気分を多くの場合感じる(被

験者の 77%がポジティブな気分を感じる)が罪悪感や不安，葛藤，抑うつ感を感じる

こともあること，などといったことを述べている (Kovach，1999). このように，引き

出される回想の質的な特徴によって，気分などの心理的な状態は大きく影響を受ける
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と考えられる.回想法と高齢者の精神的健康との関連を明らかにするためには，回想

と心理的指標との関連を明らかにすることが必要であると考えられる.

次の 4-2では，回想のうち，回想の量的特徴に着目した先行研究を， 4-3では，回

想の質的特徴に着目した先行研究について説明する.

4-2. 回想の量的特徴と精神的健康との関連

高齢者の回想と精神的健康との関連を明らかにするために，高齢者が回想する頻度

や量と精神的健康(抑うつ 人生満足感，自尊感情，自己統合など)との関係につい

ては，多くの先行研究によって検討されている.

Hyland and Ackerman (1988)は，多くの高齢者が，回想行為を楽しみ (pleasant)

としておこなっており，回想、の頻度が多くなると楽しい気分になると述べている.

Boylin， Gordon and Nehrke (1976)は，回想の頻度と自己統合の程度には正の相関が

あることを示している.このような先行研究からは，高齢者が日常において回想をお

こなうことは，心理的にポジティブな効果をもっと考えられる.

しかし，一方で回想が心理的にネガティフな効果をもっという結果も示されている.

Lieberman and Falk (1971)は，高齢者は中年者よりも日常多く回想をおこなうが，

回想量とストレスへの適応との関連が認められなかったことを示している.また，長

田・長田(1994)は，高齢者の回想の頻度が多いほど，現在の満足度の低いことを示し

ている. Brennan and Steinberg (1984)は，回想量と過去に対する満足感には負の相

関が認められることを示している.

以上のように，回想の頻度や量といった回想の量的側面と精神的健康との関係につ

いては，一貫した結果が得られていない.うつ病に見られるような過去への執着は，

日常の回想量や回想の頻度の多さにもつながっていると推測され，回想、を単に多くし

ていくことが精神的な不健康を導いてしまう可能性も大きいのではないかと考えられ

る.したがって，高齢者が単に過去の出来事や経験を多く思い出すことが精神的健康

につながるわけではないと考えられる.

一般的回想は，回想の量を多くするよう働きかける手法であるため，一概に精神的

健康を向上させていくことにつながらないと考えられる.音楽を用いた回想法をおこ

なう際には，音楽は回想を引き出す刺激として用いられていることが多く，一般的回

想の枠組みでの実践しかおこなわれていないといえる.そのため，単に回想を引き出
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す刺激として回想法に音楽を用いるのでは，一概に精神的健康の向上につながらない

と考えられる.

4-3. 回想の質的特徴と精神的健康との関連

回想の質的特徴に関しては，構造の特徴や評価(再評価や感情価)に着目した検討

がおこなわれている. Haight (1986)は， Eriksonの自我発達段階説(1959)を反映し

た LifeReview and Experience Form (LREF)を用いた「構造的ライフレビューj を

提唱し，その効果を検討している.Haight (1986)は，構造的なライフレビューをおと

なった群では，人生満足度と心理的幸福感が向上したことを示している.Haight and 

Dias (1992)は，個人で構造的かつ評価的に回想をおこなう群では，人生満足感や自尊

感情，幸福感が高まったことを示した.さらに， Haight， Coleman and Lord (1995) 

は，ライフレビューが自尊感情の向上につながったこと，さらに，顕著に自尊感情が

高まった 2例には，愛情の対象を喪失した体験やそのときの感情を示した回想内容が

含まれていることを示している.

また，回想の質的な特徴のうち，回想内容の感情的な要素からの検討もされている.

Fry (1991)は，構造化面接により，回想量及び回想内容の感情価と精神的健康を示す

指標との関連を検討した.その結果，回想量が多いときには，人生満足度や主観的幸

福感が低く抑うつの程度が高かった.しかし，ポジティブ感情を伴う内容を回想する

ときには，過去に対する満足感や主観的満足感が高く，抑うつの程度が低いことを示

した.さらに，野村・橋本(1997)は，老人保健施設のデイケア利用高齢者 16名に対

する事例的な検討によって，現在に対する適応度の高い高齢者に共通する特徴として，

「過去のネガティブな出来事に対して再評価をする傾向」があることを示している.

以上のことから，回想法において精神的健康の維持・向上を促すためには，回想、に

おいて，回想内容の構造化や評価，特にネガティブな出来事へのポジティブな再評価

をおこなうことが大切であるといえる.

4-4. ライフレビューにおける構造化と評価の重要性

Haight & Burnside (1993)は，多くの事例や知見をふまえた上で，ライフレビュー

が治療効果を生み出すために必要な 3条件を示している.その条件とは，回想、が「個

別でおこなわれること{individuality)J，r構造化されていること (structure)J， r評価
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的であること (evaluation)J，である.

「個別におこなわれること」は，話し手(回想する者)と解決や再統合を助ける役

割の聞き手が一対ーであるということである.個別でおこなわれると，個人的な話題

が引き出されやすいといわれている.

「評価的であること」とは，回想内容に対する再理解や意味づけをおこなうこと

(Silver， 1995)や，ネガティブな体験に対してポジティブな再評価をおこなうこと(野

村・橋本， 2001)を示している.回想、に対する評価は，ライフレビューの過程で最も重

要であるといわれている (Haight& Burnside， 1993). 

「構造化されていることJは， Haight and Burnside(1993)によると，回想する時

代がある一定の時代に偏るのではなく，ライフスパン全体を回想することを示し，幼

児期から老年期までの各発達段階を回想することである.

Erikson， Erikson & Kivnick (1986)は，高齢者に対する面接を通して，老年期にお

ける自己の統合とは，過去を思い出し，共通点のない多くの要素を一緒に織り込み，

これらバラバラのものを意味明瞭な全体へと統合することであることとした.

Eriksonら(1986)の示した自己統合の過程は，まさにライフレビューの構造化の過程

といえる.Eriksonら (1986)による自己統合の見解を考慮すると，構造化には，過去

を思い出し，多くの要素を意味明瞭な全体へと統合していくという過程も含むことが

大切であると考えられる.このような，構造化を促すためには，まず，自分の体験や

自分の周囲でおこった出来事などといった自伝的な回想内容を引き出すことが必要で

ある.さらに，そのような自伝的な回想を各発達段階で促し，人生をまとめるという

過程が必要である.構造化を促す要因に必要なのはまず，各発達段階の自伝的な回想

を引き出せるという働きをもつことである.さらに，ある発達段階の回想に執着する

のではなく，各発達段階の自伝的な回想を統合していくことを促す働きをもつことも

必要であると考えられる.

なお， r評価的であること」は回想したことに対して今の自分が再評価をおこない，

過去や現在の受容につなげていく過程であると考えられる.回想において大切な評価

とは，回想内容に対する再理解や意味づけをおこなうこと (Silver，1995)，ネガティ

ブな体験に対してポジティブな再評価をおこなうこと(野村・橋本， 2001)であると考

えられる.評価を促す要因に必要な働きは，回想内容に対してポジティブな評価を促

したり，意味づけを促したりすることである.
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このように，ライフレビューは回想の質的な特徴を重要視している方法であり，ま

た，それらの特徴を伴った回想が精神的健康の向上につながることも，実証されてい

る.構造化や評価といった回想の質的な特徴を回想に含むことが，高齢者の自己受容，

さらには自己統合を導き，心理臨床的な効果をもたらすと考えられる.

しかし，ライフレビューにおいて，構造化や評価を促すために，何が有効なのかは

未だ明らかにされていない.今後，構造化と評価を促進する要因について明らかにす

ることが課題である.

5.回想法の理論的根拠

回想法の理論的根拠としては，自己統合理論からの説明と，ネガティブ感情体験の

開示と精神的健康との関係について示した先行研究からの説明が可能であると考えら

れる.

5-1.高齢者の自己統合と回想との関係

人の一生は，生物学的な成長と老化という観点のみからではなく，精神的な加齢変

化を発達とみなした「生涯発達」の観点から捉えられる.r生涯発達」についての研究

モデルとしては r発達段階モデル」や「ライフサイクル・モデルJ，rライフコース・

モデルJ，rライフイベント・モデルJなどが代表的である(佐藤， 2001). 中でも，老

年期を発達段階のひとつとして位置づけているものとして最もよく取り上げられるの

が， Erikson (1950)の自我発達段階説である.老年期の課題は，過去や残された人生

の課題を完全に肯定的に受容することであるとされている.この課題の解決に成功す

ると「自己統合」がなされ，失敗すると「絶望」を感じるといわれている.さらに，

自己統合がなされた結果，英知 (wisdom)を得ることができるといわれている

(Erikson， 1959). 

Erikson， Erikson and Kivnick (1986)は，高齢者に対するインタビューをおこなう

中で，回想と自己統合との関係について述べている.彼らは 老年期における自己統

合は，過去を思い出し，共通点のない多くの要素を一緒に織り込み，これらバラバラ

のものを意味明瞭な全体へと統合することとしている(朝長・朝長， 1997). さらに，

Eriksonら(1986)は，従来強調してきた肯定的な受容のみが重要なのではなく r人

生が山あり谷ありであったと知る過程こそが，生きる力を生み出す」と述べている.
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以上のことから，過去の経験を受容し，現在の自分が過去から連続した存在である

ことを認識し，過去から現在までの経験を統合していくという回想が，自己の統合を

促すと考えられる.回想法の手法の中でも，ライフレビューでは，自分の人生を振り

返り，発達段階に沿って経験したことを回想し，回想した内容に対して評価をおこな

っていくという回想が含まれている.このことから，自己の統合を促す回想は，ライ

フレビューにおいておこなわれると考えられる.

5-2. ネガティブ体験の開示と精神的健康との関係

人は，一生を通してポジティフな体験やネガティフな体験など，あらゆる感情体験

を経験する.前項で述べたように，ライフレビューでは，人生での体験を統合してい

く過程が自己統合に結びつくと考えられる.すなわち，自己の統合のためには，ネガ

ティブな体験も含めて統合をしていくことが必要となる.ネガティブな体験を回想す

ることが，心身の健康の向上につながる可能性を示す先行研究に，ネガティブな感情

体験の自己開示に関する研究があげられる.

近年，ネガティブな感情体験あるいはトラウマ体験の開示が心身の健康に与える影

響に関する研究が，多くおこなわれている.ネガティブな感情体験は，ポジティブな

感情体験と違って，他者との共有が促されない話題であり，開示が抑制されるといわ

れている (Pennebaker，1990).しかし，抑制されているネガティブな感情体験を言語

化し，開示することによって，短期的には抑うつなどのネガティブな感情状態に陥る

こともあるが，長期的には心身の健康が増進するということが，これまで多くの研究

によって明らかにされている (King& Emmons， 1990; Pennebaker， 1989; 

Pennebaker & Beall， 1986; Greenberg & Stone， 1992; Petrie， Booth， Pennebaker， & 

Davidson， 1995).このように，開示が心身の健康に良好な影響を及ぼす理由としては，

開示によって情動のカタルシス効果が生じたり，自己洞察が促されたりするためでは

ないかと考えられている (King& Emmons， 1990; Pennebaker， 1989). 

さらに，最近では，開示による心身の健康への影響には，体験に対する現在の評価

や統合の過程が重要であるという指摘もされている. King & Miner (2000)は， トラ

ウマ体験が与えた自分にとってのポジティブな影響について筆記させるとともに，再

構成させるような筆記を促したときには、開示内容に自己洞察につながるような語が

多く身体的健康も増進したことを示している.さらに， King (2001)は開示による短期
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的及び長期的な健康への影響について検討し，人生のネガティブな体験を開示させる

ことそのものが重要ではなく，ネガティブな体験が自分に与えたポジティブな影響に

気づき、自分のライフストーリーにとりこむことが大切であると述べている.

これらのことから，回想法では，ポジティブな感情体験だけではなく，ネガティブ

な感情体験も回想し，回想内容に対する再評価や再構成をおこなうことによって長期

的に精神的健康の向上が促されるといえる.

以上あげたネガティブな体験の開示と精神的健康との関係について検討した先行研究

での知見からは，回想が精神的健康にポジティブな影響を与えるためには，ネガテイ

ブな体験を含む自伝的な内容を回想し，それらを再評価し再構成していくといった回

想が重要であると考えられる.このような回想は，回想法の手法の中でもライフレビ

ューの過程に含まれているといえ，精神的健康を促す方法としてはライフレビューが

有効であると考えられる.

6.音楽を用いた回想と高齢者の精神的健康との関係

5節からは，高齢者の精神的健康の向上を促すためには，ライフレビューの観点に

より自伝的な回想や回想内容に対する再評価をおこなうことが重要であると考えられ

る.このことから，音楽が回想法において有効な刺激であることを明らかにするため

には，音楽と自伝的な回想や自伝的な回想内容に対する再評価との関係，さらには音

楽と精神的健康との関係も明らかにする必要がある.

そこで，本節では，音楽と回想との関係について検討した先行研究や，精神的健康

の短期的側面である気分と音楽との関係を検討した先行研究，音楽を用いた回想と高

齢者の QOLとの関係を検討した先行研究の知見をまとめ，音楽を用いた回想法の有

効性について述べていく.

6-1.音楽と回想との関係

音楽が記憶の想起に及ぼす影響に関しては，文脈依存記憶や気分一致効果の観点か

らの研究がおこなわれている.言語課題や映像課題などを記憶課題とし，短期記憶も

しくは長期記憶についての検討がなされている.一連の単語や映像を記銘する際に同

時に音楽が呈示され，その後，記銘時と同じもしくは異なる音楽が呈示される中で，

単語や映像の再生が求められるというものである.被験者は，記銘時と再生時に異な
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る音楽が呈示される場合に比べて，同じ音楽が呈示される場合に再生数が多かったこ

とが示されている (Smith，1985; Balch， Bowman， & Mohler， 1992). 記銘時と再生

時に音楽によって異なる気分が誘導される場合よりも，同ーの気分が誘導された場合

に，再生数が多かったことも示されている (Eich& Metcalfe. 1989; Thaut & de 

I'Etoile， 1993; Balch & Lewis， 1996). さらに，記銘時と再生時に，異なる音楽が呈

示されるが同ーの気分が誘導された場合よりも，同じ音楽が呈示されかつ同一の気分

が誘導された場合に再生数が多かったことが示されている(小林， 2002).このように，

音楽自体や音楽によって生起された気分が想起の手がかりとして有効であることが分

かつており，音楽は記憶の想起を促進する刺激であると考えられる.

また，音楽と自伝的な記憶の想起との関係についても，幼児期の記憶や，個人的で

特別な出来事もしくは一般的な出来事の想起に着目した検討がなされている.Martin 

and Metha (1997)は，音楽によって楽しい気分もしくは悲しい気分に誘導し，過去の

子供時代の記憶を想起させた.その結果，音楽によって楽しい気分に誘導されたとき

には，ポジティブな過去の出来事が多く想起されることを明らかにしている.また，

Schulkind， Hennis and Rubin (1999)は，高齢者は 10代で聴いた曲が過去の一般的な

出来事の想起を促すことを示し， Wylie (1990)は，音楽が大人になってからの活動を

思い出す手がかりとなっていることを示している.

以上のことから，音楽は過去の出来事や体験などの想起を促すことが示されている

といえ，音回想を引き出すために音楽が有効であると考えられる.

6・2.音楽と感情喚起との関係

音楽の情動喚起作用に関しては，これまで多くの研究が行われており，音楽は気分

を誘導させる刺激として有効であるといわれている.感情喚起に関する研究では，主

に音楽の感情価や好みといった音楽に対する個人の態度を要因とした検討がされてい

る.音楽の感情価とは，音楽の印象を示すものであり，明るいまたは暗い印象を示す

明暗性，激しさなど活動性の印象を示す力動性などがあげられる.明るい音楽はポジ

ティブな気分状態を生起し，暗い音楽はネガティブな気分状態を生起することや(谷

口， 1995)，沈静的な音楽は主観的リラクセーションを増大させること(Scalterri， 

1984)がこれまでに明らかにされており，明暗性や力動性といった音楽の感情価が感

情反応に影響を及ぼすことが分かっている.また，力動性を規定する音楽の要素であ
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る音楽のテンポは，音楽を聴取したときの感情反応に最も影響を与える要因とされて

いる.テンポが速い音楽を聴取したときには興奮した，落ち着かない，劇的なといっ

た感情が生起し，テンポが遅い音楽を聴取したときには静かな，詩的な，空想的なと

いった感情が生起する (Hevner，1937). また，力動性が高いほど，つまりテンポが速

くにぎやかな音楽ほど，興奮したといった気分が喚起する (岩永， 1999). これらの

ことから，テンポは覚醒度と関係した感情反応へ影響を及ぼしていると言える.テン

ポは力動性という感情価を規定する要素であると考えることが出来，テンポも感情価

と同様に感情反応へ影響を及ぼす要因として扱うことができると考えられる.

また，音楽による感情反応には，音楽の感情価によって誰でも同じ感情反応が生起

するのではなく，個人の音楽に対する態度(音楽への好み)が媒介変数となって，感

情反応が生起することが分かっている(諸木・岩永， 1996).音楽の感情価によって特

定の感情反応が喚起するのは，その音楽を個人が好きである場合にいえることである.

先行研究では，感情反応について，聴取型音楽療法を主眼とした研究において，主

観指標だけではなく，生理指標による検討も行われている.音楽療法の目的とされる

不安の低減やリラクセーションに対する効果を明らかにするためには，生理的な側面

への影響を確認する必要があるからである.生理反応の中でも，自律神経系の測度は，

ストレスや不安，リラクセーションを反映する指標として用いられている.諸木・岩

永(1996)は，静かでゆったりとした感じの曲である沈静的な音楽が，リズミカルで

激しい感じの曲である覚醒的な音楽よりも，主観的リラクセーションを高め不快感情

を低減すると同時に，心拍数や呼吸数，血圧を低下させること，そして，このうち，

不快感情の低減と心拍数の低下については聴いた音楽が好きな音楽であるほど強い影

響があるということを示している.以上の知見により，音楽は感情を喚起することの

できる刺激であると考えられる.

回想法をおこなう際に音楽を用いることによって，感情が誘導され他者と感情体験

の共有を促すことが可能であると考えられる.

以上にあげた先行研究により，音楽は回想を引き出しやすく 感情の喚起を促す刺

激であるため，回想、法において有効であるといえる.では，音楽を用いて回想をおこ

なうと，回想法の目標である高齢者の QOLにはどのような影響が認められるのだろ

うか.
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6-3.音楽を用いた回想が高齢者の QOLに及ぼす影響

音楽療法に関する研究では，高齢者が音楽により回想をおこなうことで QOLに変

化が生じることが事倒的に示されている. Gilbert (1977)や Kartman(1984)は，歌を

歌うことによって回想が引き出され，その結果，他者への援助や交流が多く認められ

るようになったと述べている.また Pollack & Namazi (1992)は，音楽によって回

想が引き出されている場合には会話の頻度が増したと述べている.これらの知見から

は，音楽を用いた回想法は他者とのコミュニケーションを増大させることにつながる

ことが示されているといえる.さらに， Bennett and Maas (1988)は，高齢者に対し

て，音楽を用いたライフレビューにより，人生満足感が高まったことを示している.

このことから，音楽を用いた回想法の中でもライフレビューをおこなうことによって，

精神的健康にポジティブな影響が及ぶ可能性が高いと考えられる.

音楽を用いた回想法の効果は，認知症(痴呆)の高齢者においても認められている.

Tomaino (1994)は，認知症を伴う高齢者に対する音楽療法をおこなった結果，音楽に

よって回想が引き出され，他者との交流やリラックス状態が促されたことを示してい

る.また，高橋(1996，1997b)は，認知症を伴う高齢者を対象として，馴染みの歌を

用いた音楽療法をおこなった結果，馴染みの歌を用いたときには歌にまつわる回想が

安定して引き出されることや，セッション直後に消極的な行動が減少し，自分から他

者に関わる行動や発話量が増えること，音楽療法を継続しておこなうことによって，

セッション前の行動が消極的な行動から積極的な行動へと変化することを示している.

Lord & Garner (1993)は，認知症を伴う高齢者が音楽によって個人的な経験を思い出

しやすくなることを示している.Ashida (2000)は，認知症を伴う高齢者が音楽による

回想法に参加した結果，音楽を聴くことによって発言が増え，他者と関わる行動が増

えたことも観察され さらに，うつ状態が低下したことを示している.このように，

認知症の高齢者においても，音楽が回想を引き出し，それによって他者とのコミュニ

ケーションの改善や増大，うつ状態の低下などといった精神的健康へのポジティブな

影響が認められる可能性が高いと考えられる.

以上のことから，音楽は高齢者の回想を引き出すために有効であり，音楽をきっか

けに回想が多く引き出されることで発言が増し，それが高齢者の心理状態や行動にポ

ジティブな影響を与えると考えられる.先行研究では，回想法において音楽が有効で

あるといえる理由として，音楽が回想を多く引き出す効果をもつことがあげられてい
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る.

7.音楽を用いた回想法の問題点

音楽は回想法において，回想を促すために有効な刺激として使用されている.また，

音楽と記憶想起との関係や感情喚起との関係に関する先行研究からは，音楽を用いる

ことにより回想法がスムーズに展開される可能性が示されているといえる.さらに，

臨床的な研究では，音楽を用いた回想が高齢者の QOLの向上につながる可能性も示

されている.

しかし，従来の研究や臨床事例においては，音楽が回想、を引き出すきっかけとして

用いられているに過ぎない.このため，回想法における音楽の有効性に関しては，一

般的回想の観点からの検討しかされておらず，ライフレビューの観点からの検討はな

されていないといえる.したがって，自己統合を促すような回想と音楽との関係，さ

らに，音楽に影響を受けた回想と精神的健康との関係性に着目した検討はなされてい

ない.また，音楽に対する印象や好みによって，気分へ影響が及ぶといわれているも

のの，そういった音楽に対する主観的な評価と気分との関係は回想法において考慮さ

れていない.

音楽を用いた回想法では，自己統合を促すようなライフレビューがおこなわれてお

らず，音楽によって影響を受けた回想と精神的健康の長期的な側面との関係について

は，ほとんど検討がおこなわれていない.また，音楽に対する主観的な評価が気分に

影響する可能性があることが考慮されていない.これらのことから，音楽を用いた回

想法によって，心理的にネガティブな状態が導かれてしまう危険性があるといえる.

例えば，暗い印象の軍歌を聴くことで，ネガティブな体験を思い出し，再評価や再構

成がおきないために感情体験の追体験のみがなされてしまい，不安状態へ陥るという

ことがある.回想法における回想では，単に過去の出来事や経験を想起するだけでは

なく，関係する出来事や事柄などを思い出し，さらに，思い出した経験が自分の人生

にとってどんな意味をもっ経験であったのか，今の自分にどんな影響を与えたのか，

などという再評価をおこない，統合していく過程が重要である.また，音楽に引き出

された回想内容がネガティブな経験であった場合には，ネガティブな気分が誘導され

る可能性が高いと考えられる.これらのことから，音楽を用いた回想法の有効性を明

らかにするためには，ネガティブな体験も含む自伝的な回想と回想内容に対する評価
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を含む回想と音楽との関係や，音楽によって引き出された回想が精神的健康に与える

影響について検討していく必要があると考えられる.

8. 回想によって精神的健康の向上を促す要因の検討

高齢者の自己統合を促すことで精神的健康を向上させるためには，ライフレビュー

が有効であるといえる.また，回想と高齢者の精神的健康との関係に関する先行研究

からは，ライフレビューにおいて精神的健康を促すためには，回想の構造化と再評価

をおこなうことが大切であるといえる.しかし，これまでの研究では，ライフレビュ

ーで回想の構造化と再評価を促すためには何が有効なのかといった検討はほとんどお

こなわれてこなかった.回想法に用いる道具として有効である音楽は，回想の構造化

や再評価とどのような関係があるのだろうか.また，音楽によって，構造化や再評価

を促すことができるのだろうか.

ライフレビューにおいては，回想の構造化や再評価が重要であるといわれている

(Haight & Burnside， 1993).構造化のためには自伝的な回想をおこなう必要があり，

また，再評価をおこなうためには過去の体験に対してよりポジティブな評価をおこな

う必要がある.このため，ライフレビューでは，回想する際に自伝的な回想やポジテ

ィブな再評価を促すような働きかけが大切であると考えられる.

過去の経験や昔慣れ親しんだものを思い出したときに感じる懐かしい (nostalgia)

という状態は，自伝的な回想とポジティブな評価と関係していると考えられている.

過去の体験を思い出したり，過去に親しんだものを久しぶりに見たり聴いたりしたと

きに，人は懐かしいという状態を経験する.このように，過去に関連することを経験

したときに感じる，特有の状態を懐かしさという.他にも，過去を思い出したときに

感じる状態として，葛藤，絶望，後悔，孤独というネガティブな状態(Fry，1991)や，

楽しむといったポジティブな状態(野村 2000)があげられる.これらの状態は，回想

によって引き出される状態のみを示しているのに比べ，懐かしさはある刺激をきっか

けとして生起する状態をさす.このことから，音楽を用いた回想法において，音楽と

いう刺激によって懐かしいと感じる状態へと誘導することができれば，ライフレビュ

ーに重要な構造化や再評価につながる自伝的な回想やポジティブな再評価を促すこと

ができるのではないかと考えられる.

本節では，まず懐かしさについて定義をした上で，懐かしさと自伝的な回想とポジ
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ティブな再評価との関係について先行研究をもとに述べる.さらに，音楽によって懐

かしさを生じさせることができるのかを検討するため，音楽と懐かしさとの関係につ

いて述べる.

8-1.懐かしさの定義

懐かしさが生じている状態は， 17世紀から 20世紀中頃までは精神病にみられる症

状として，あるいは，精神病患者が衰弱したときの症状として捉えられ(Rosen，1975)， 

ネガティブな状態であるとされていた.懐かしさと関係する症状には，悲嘆や不眠症，

食欲不振，不安などが認められるともいわれていた (Havlena& Holak， 1991)- 19世

紀には，懐かしさが生じている状態は，特にうつ病 (Melancholia)や抑うつ

(depression)に含まれる症状のひとつとして扱われていた (Griesinger，1965). 

ところが， 20世紀の中頃になると，懐かしさという言葉の意味に広がりが見られ始

め，精神病患者の症状というよりも，誰もが経験しうる状態を示す言葉として用いら

れるようになった.さらに，この頃には，懐かしさのネガティブな面だけでなく，ポ

ジティブな面についても注目されるようになった.Rosen ( 1975)は，懐かしい状態で

過去を思い出すことは，人生に向き合い意味づけをする試みであり，過去と現在をつ

なげる作業とした. Kaplan (1987)は，懐かしさは，過去に対する暖かい気分であり，

楽しい思い出や喜び，満足と関係していると述べている. Holbrook and Schindler 

(1991) は，懐かしさは，現在よりも若いときに慣れ親しんだものや行為に対する好

意的な感情・態度としている.本研究では， Holbrookら(1991)の定義にならい，懐か

しさを音楽という昔慣れ親しんだ刺激に対する好意的な感情・態度として定義するこ

ととする.

8-2_ 懐かしさと回想の構造化及び評価との関係

懐かしさは過去に関係する特有の状態であるため，過去経験したことの記憶に関す

る認知過程と関係があると考えられている.

Werman (1977)は，懐かしさは想起に伴って生じている感情であることを，さらに，

Cavanaugh (1989) は，記憶と感情の相互の影響があると述べている Millsand 

Coleman (1994)は，懐かしさが自己概念を発達，維持させるために有効な手段となる
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ことを明らかにし，懐かしさが認知に及ぼすポジティブな影響について示した.これ

らのことから，懐かしさが生じている状態は，過去と現在，未来といった時間軸に沿

って自分自身について思い出し，感情や思考が影響を受けている状態といえる.

懐かしさは，回想にも影響を与えていることが，示されるようになった.懐かしさ

と自伝的記憶の想起量との関係について検討した Batcho(1998)は，懐かしさを強く

感じている者の方が感じていない者より，自伝的記憶を多く想起することを報告して

いる.さらに，多田(1998)は，個人的に経験した偶発的想起について記入させ，想起

された出来事の感情価と偶発的想起を体験した当時の気分状態を評定させ，その関連

を検討した.その結果，過去についての想起を行った際に懐かしさが伴った場合には

気分状態がポジティブであり，想起した内容に対してポジティブな評価がされること

を示した.

このように，懐かしさの状態が引き起こされているときには，自伝的な回想、がおこ

なわれるとともに，回想した内容に対してポジティブな評価が伴っている可能性が高

いと考えられる.回想において重要な「構造化」と「再評価Jを促すためには，自伝

的な回想やポジティブな評価を促す働きをもっと考えられる懐かしさが重要な要因と

なると考えられる.ライフレビューにおいては，懐かしさが生じる状態へと誘導する

ことが大切であると考えられる. そこで，本研究では，懐かしさを生じさせることが

ライフレビューに重要であると考え，その誘導を促す刺激として音楽を用いることが

可能であるのかについて，次に述べる.

8・3. 音楽と懐かしさ及び回想との関係

過去に自分が聴いたり歌ったりした音楽は，懐かしさを引き起こすという経験は，

誰もが経験したことがあるだろう.Holbrook (1989)は，音楽が懐かしさを生じさせる

ことも報告している. Holbrook and Schindler (1991)は，懐かしさが，今よりも若い

ときに慣れ親しんだものや行為に対する好意的感情・態度としている.このことから，

懐かしさは過去に親しんだものをきっかけとして生起するといえる，過去自分が聴取

した親しみのある音楽を用いることにより，音楽がきっかけとなり「懐かしさ」とい

う状態を引き起こすことができると考えられる.

また，小林・岩永・生和 (2002)は，音楽による懐かしさの生起を確認しており，さ

らに，音楽を呈示した際に感じる懐かしさが強いほど，自伝的な回想を引き出したり，
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ポジティブ気分を向上させたりすることを示している.このように，音楽によって生

起した懐かしさは，回想、や気分へ影響を及ぼすことも示されている.

以上のことから，音楽により懐かしさを生起することは可能であるといえる.さら

に，音楽を用いて懐かしさを生起させることで，回想に影響を与え，自伝的な回想や

ポジティブな再評価といった構造化や再評価が促される可能性がある.また，自伝的

な回想や再評価を含む回想をおこなうことで，精神的健康にポジティブな影響を与え

ることも可能ではないかと考えられる.

9. 音楽による懐かしさ生起と回想及び精神的健康への関連一先行研究から想定され

るモデルー

音楽による懐かしさの生起と回想及び高齢者の精神的健康との関連については，こ

れまで述べた先行研究により Figure1・2のようなモデルが想定できると考えられる.

まず，音楽により懐かしさが生起されることで回想が促進され，自伝的な内容の回想

量が増したり，回想内容に対する再評価が促されたりする.さらに，そのような回想

が高齢者の精神的健康を増大させると考えられる.

巨日判懐かしさの生起州 自伝的な回想 の

回想内容に対する

ポジティブな再評価の促進

Figure 1-2音楽による懐かしさ生起と回想及び精神的健康への関連を示したモデル

10.本研究の目的と検討手順

回想法では，音楽が回想を促す手がかりとして用いられている.しかし，ライフレ

ビューにおいては，回想で「構造化」と「再評価j が含まれることが，高齢者の心理

的な発達で重要な「自己統合」を導くために重要な条件といわれている.ライフレビ

ューにおける音楽の有効性について実証するためには，単に音楽が回想を引き出すと

いうことだけではなく，音楽によって回想における「構造化」と「再評価」が促され，
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さらに音楽による回想が精神的健康の向上につながるという一連のメカニズム過程を

明らかにする必要がある.

「構造化」に必要な自伝的な回想や r再評価j に必要な回想に対するポジティブ

な再評価を促すためには， r懐かしさ」が生じた状態へと誘導することが有効であると

考えられる.このことより，音楽を用いることによって「懐かしさ」が生じた状態へ

と誘導さることによって，回想が影響を受け，自伝的な回想やポジティブな再評価が

促される可能性があると考えられる.さらに，そのような回想がおこなわれることに

よって，精神的健康へも影響が生じるのではないかと考えられる.

本研究の目的は，音楽を手がかりとしたライフレビューの有効性について明らかに

することである.音楽と回想内容及び回想内容に対する評価との関係，さらに音楽に

よって引き出された回想内容及び回想内容への評価と高齢者の精神的健康との関係に

ついて明らかにするために，第 2章から第 6章で実証的な検討をおこなうこととする.

音楽によって「懐かしさ」が生じたときには r構造化」をおこなう上で，まず必

要な自伝的な回想が引き出されるのかを明らかにする必要がある.さらに，音楽によ

り引き出された回想内容と，精神的健康との対応関係を検討する必要がある.そこで，

第 2章では r懐かしさ」が生じる音楽と回想内容との関係を検討する.さらに回想

法の短期的効果を明らかにするため，精神的健康を示す指標の中でも短期的な変動を

示す気分を指標として，回想直後の気分と回想内容との関係について検討する.

回想においては，自伝的な回想が引き出された上，回想内容に対してポジティブな

再評価が促されることが重要である.音楽によって「懐かしさ」が生じた場合に，回

想のうち回想内容に対する評価に与える影響を検討する必要がある.と同時に，気分

が受ける影響についても検討する必要がある.そこで，第 3章では，音楽によって「懐

かしさJが生じた状態が，回想内容及び回想の評価，気分に与える影響について検討

する.また， r懐かしさJを生じさせる音楽の中でも，特に回想や気分に影響を与える

音楽があるのかについて検討するため，印象の異なる音楽を用いた検討もおこなう.

ライフレビューにおける構造化では，幼児期から老年期に渡って回想をすることで，

統合が促されると考えられている.そのため，個人に対して複数回に渡って，各発達

段階の回想をおこなう.個人が繰り返し同様の手続きで，あらゆる時代の音楽を聴き，

回想をおこなう.そこで，第4章では， r懐かしさ」を生じる音楽を用いて，個人に対

して各発達段階の回想を促すという手続きによって検討をする.また， r懐かしさJを
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生じさせる音楽の中でも どのような特徴をもっ音楽が再評価や気分にポジティブな

関係をもっといえるのかを検討するため，音楽の印象や好みと回想内容に対する再評

価及び高齢者の気分との関係について検討する.

ライフレビューを繰り返しおこなうことによって生じる心理的な効果には，個人差

が認められるといわれている.しかし，なぜ，そのような個人差が認められるのかは

明らかにされていない.回想では，評価が最も重要でいわれていることから，回想内

容に対する評価の違いが心理的な効果に影響を与える可能性があるのではないかと考

えられる.そこで，第 5章では， r懐かしさ」を生じる音楽を用いた回想法を長期的に

おこない，精神的健康を示す指標の中でも長期的に変動すると考えられる指標(人生

満足感など)の変化と回想内容の評価，及び精神的健康の短期的な変動を示す気分と

の関係について検討する.

第 6章では，第 2章から第 5章までの結果をまとめ，音楽を用いたライフレビュー

の有効性について述べる.音楽によって「懐かしさJが生じる状態へと誘導すること

で，回想が受ける影響，さらに精神的健康に与える影響について明らかにし，音楽を

用いた高齢者の回想のメカニズムを提唱する.さらに，本研究の結果をまとめ，音楽

の利用可能性や音楽を用いたライフレビューの手法の提案をおこない，臨床的な応用

性について考察する.

【要約】

近年，高齢者を対象とした施設や医療機関では，高齢者の精神的な健康の維持・向

上をめざして，様々な心理療法が行われるようになってきている.中でも，音楽療法

は特に普及している方法の一つである.

高齢者の音楽療法では，高齢者にとって親しみ深い曲を用い，聴取や歌唱を通して

回想、を促し会話を進めていくという，音楽を手がかりとした回想法が広く実施されて

いる.しかし，音楽は回想を促すために有効であるといわれているものの，音楽と回

想及び高齢者の精神的健康との関係についてのメカニズムは明らかにされていないた

め，経験則による音楽の選択や手続きがとられているのが現状である.呈示された音

楽や回想内容によっては，高齢者が心理的に不安定になる場合もあることから，音楽

と回想される量や内容との関係や音楽による回想が精神的健康に与える影響について

明らかにすることが大きな課題であるといえる.
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本研究では，音楽を手がかりとした回想法の有効性を検討することを目的とした.

音楽と回想との関係及び高齢者の精神的健康との関係について明らかにするために，

第2章から第 6章で実証的な検討をおこなった.

第 2章では， r懐かしさ」を生起させる音楽によって引き出される回想内容，及び，

回想内容と気分(精神的健康の短期的側面)との関係について検討する.

第 3章では r懐かしさ」を生起させる音楽が，回想内容に対する再評価と気分に

与える影響について検討する.

第4章では， r懐かしさJを生起させる音楽を用いたライフレビューを複数回実施

し， r懐かしさ」音楽に対する主観的特徴(印象や好み)と回想内容に対する再評価及

び高齢者の気分との関係について検討する.

第 5章では r懐かしさ」を生起させる音楽を用いたライフレビューを複数回実施

し，回想内容に対する再評価と精神的健康の長期的側面との関係について検討する.

第 6章では，第 2章から第 5章までの結果をまとめ，音楽を用いたライフレビュー

と精神的健康との関係性に関するメカニズムと臨床的応用性について考察する.
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第2章 音楽と回想内容との関係及び音楽を用いた回想法の短期的効果との関係に

関する研究

音楽によって引き出される回想には，その音楽をよく聴いていた頃の生活風景や時

代の様子，歌にまつわる思い出(歌った様子や聴いた状況) 自己体験など，多くの内

容が引き出されることが，臨床現場では認められている.特に，高齢者にとって馴染

みのある曲を用いたときには，多くの回想内容が発言されることも報告されている

(高橋， 1996， 1997b). 

音楽が引き出す回想内容については，引き出された内容をカテゴリーによって捉え

ることで検討されている.音楽と自伝的な記憶との関係を検討した実証的な研究では，

あらかじめ実験者が設定したカテゴリーによって分類が行なわれてきた. Wylie 

(1990)は，知人や知人ではない人，訪れた場所や訪れていない場所，個人的な出来事，

歴史的な出来事，子供の頃の活動，大人になってからの活動，物質的なもの，という

9 つのカテゴリーを用い，歌 (songs)や物品 (objects)，歴史的出来事の概要

(historical summaries)，質問 (generalquestions)といった 4つの刺激ごとの想起量

を比較している. その結果，音楽(songs)は，大人になってからの活動を他の刺激よ

りも多く想起させることが示された. Martin and Metha (1997)は社会的な出来事と

個人的な出来事という 2つのカテゴリーを用い，複数の popular音楽を刺激として呈

示することによって，音楽ごとの想起量の比較を若者と高齢者でおこなっている.そ

の結果，高齢者は自分が 10代の頃に聴いた曲で，社会的な出来事を若者よりも多く

想起することが示された.このように，音楽と自伝的な記憶との関係について検討し

た研究では，必ずしも自伝的な回想を音楽が引き出すという結果は得られていない.

結果が一貫していない原因としては，次の 2つの問題点が影響していると考えられる.

第一に，それぞれの研究で用いられているカテゴリーは，音楽や精神的健康との関

係を考慮したものではないため，音楽を用いた回想法において回想内容を分類するた

めに使用するカテゴリーとして適切ではない可能性があるという問題があげられる.

音楽による回想内容を分類するために適切な音楽によって引き出された内容をカテゴ

リ一分類し比較をおこなうためには，音楽や精神的健康との関係を考慮したカテゴリ

ーを明らかにした上で比較をおこなう必要があると考えられる.

第二に，音楽の選択方法の問題があげられる.先行研究では，一般的に流行してい
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た曲が用いられており，個人の聴取経験については検討されていなかった.Holbrook 

and Schindler (1991)は，現在よりも若いときに慣れ親しんだものや行為に対する好

意的な感情・態度として，懐かしさが生じるとしている.個人が昔頻繁に聴いたり，

好きだ、った曲を聴くことは，懐かしい状態へと誘導させるきっかけとなると考えられ

る.また，懐かしさが生起している状態は，自伝的な回想を引き出されていることも

報告されている (Batcho，1998). このことから，個人が懐かしいと感じる曲を用いる

ことで，自伝的な回想を引き出すことができるのではないかと考えられる.

回想法と精神的健康との関係を検討した先行研究では，精神的健康の指標として主

観的な気分が用いられている.主観的な気分が改善することは，回想法の効果のひと

つとされている (Edinberg，1985). しかし，回想法によって，ネガティブ感情が生

起する可能性があることも指摘されている (Lewis& Butler， 1974). Oliveria (1977) 

は，回想によってポジティブな経験の追体験をすることもあれば， トラブルについて

思い出すこともあることを述べている.また Kovach(1999)は，回想によって多く

の場合ポジティブな気分を感じるが，罪悪感や不安，葛藤，抑欝感を感じることもあ

ることも指摘している.一概に，回想法をおこなうといっても，引き出される回想内

容は多様であり，それに伴って気分は大きく影響を受けると考えられる. Hirsch and 

Mouratoglou (1999)は，子供の頃のことを思い出しているときには，抑欝感がほとん

ど感じられていなかったと報告している.このことから，回想内容と気分に関連があ

ると考えられる.

そこで，本研究では，音楽が自伝的な回想を引き出す刺激として有効なのかを検討

するために，懐かしさを生起させる音楽を用いて，引き出された回想内容に基づいた

カテゴリーを抽出し，その上で，カテゴリ一間に含まれる内容数の比較をおこなう.

さらに，各カテゴリーを引き出すための要因について明らかにするために，カテゴリ

ーを規定している潜在要因についても検討することとする.また，カテゴリーと回想

を行なった直後の気分(精神的健康の短期的側面)との関係性も検討することとした.

【目的】

懐かしさを生起させる音楽と回想内容との関係を明らかにするために，回想内容の

カテゴリ一分類とそのカテゴリーを規定する要因について検討する.また，回想内容

と精神的健康の短期的な側面である主観的気分との関係，を明らかにするために，回
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想内容のカテゴリー(クラスター)ごとで回想前後の気分変化を比較する.

【方法】

実験参加者

個人病院のデイサービスを利用する高齢者 18名(女性 15名，男性 3名)であった.

年齢は 71から 89歳で平均年齢 79.2歳であった.実験は，平成 14年 11月におこな

った.参加者は，痴呆症状がみられず，発話や言語理解ができる者であった. 2回の

実験を受けることが出来た 16名(女性 13名，男性 3名;平均年齢 79.6歳)を，最

終的に分析の対象とした.

音楽刺激

使用した音楽刺激について， Table 2・1に示す.

懐かしさ生起曲として，幼少期に聴いたと考えられる尋常小学校唱歌の中から，対

象者が最も「懐かしい」と思う曲として選んだ 2曲を用いた.曲を選ぶ際には， 3曲

の題名と歌い出しを記したリストを参加者に呈示し，その中から「一番懐かしいと思

う曲J1曲を実験参加者本人が選んだ.この手続きを 2回おこなったため，懐かしさ

生起曲は計 2曲であった. r懐かしさ」をあまり感じない曲(以下，統制曲)として，

成人期に聴いたと考えられる曲を「高齢者のなじみの曲ベスト 20J (高橋， 1997a) 

の中から実験者が選択した. 1回の実験で懐かしさ生起曲と統制曲を各 1曲ずつ計 2

曲呈示した.実験は別の日で 2回に分けておこなった.

Table2・1使用した音楽刺激

題名 出版年・発表年 備考(歌手名など)

故郷 1917 尋常小学校唱歌 (6)

紅葉 1911 尋常小学校唱歌 (2)

ふゅのよる 1912 尋常小学校唱歌 (3)
懐かしさ生起曲

村の鍛冶屋 1912 尋常小学校唱歌 (4)

村祭 1912 尋常小学校唱歌 (3)

汽車 1912 尋常小学校唱歌 (3)

北国の春 1977 千昌夫
統制曲

365歩のマーチ 1968 水前寺清子
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手続き

実験者が実験内容についての説明をし，実験参加に同意した人を施設内にある 1室

へ誘導した.実験を始める前に，口頭で、実験参加への了承を確認した.参加への了承

を得た後，ベースとなる気分評定に回答させ，統制曲を 1由呈示した.呈示後， r音楽

を聴いている聞に思い浮かんだこと」について，自由に話してもらった.話が終わり

次第，気分評定を行なった.次に，懐かしさ生起曲 1曲の選定を参加者が行ない，そ

の曲を呈示した.その後は，統制曲の呈示後と同様の手続きをとった.以上の手順で

一人に対して 2日にわけで 2回実験を行なった.

質問紙

主観的感情を測定するための気分評定を使用した.多面的気分尺度(寺崎・古賀・

岸本， 1992)と一般感情尺度(小川・門地・菊池・鈴木， 2000)を参考に，“憂うつ感"

“快活感"“リラツクス感ぺ“親和感"を示す各 2項目計 8項目を用いた.主観反応

は7件法でおこない，全くない 1から非常にある 7とした.評定は質問紙を実験参加

者に見せた状態で，各項目に対し，実験者が項目を読み上げ，実験参加者がそれに答

えるという方法で行なった.

分析

分析には，初発の発言内容と全発言内容，気分の変化量を用いた.

発言内容を分類するカテゴリーの抽出と分類

実験者の反応による影響や 思い出されたことが次の想起の手がかりとなることを

避けるため，初発発言を分類の対象とした.初発発言を， KJ法(川喜田， 1967)の

手続きに基づき 19名が分類した.年齢は 21歳から 59歳(平均年齢 28.5歳，標準偏差

11.19)であった. 19名は心理学を専攻する大学院生や会社員，教師，主婦など様々な

職業に従事する者であった.実験者の恋意が含まれないように評定者は実験者以外と

し，さらに，評定者の中でも特定の個人の恋意を含まない分類を行なうため，分類者

の資質が多様であるように考慮した.各発言の類似性は，同一のカテゴリーに分類し

た分類者の数とした.類似性を反転した値を距離行列として用い，最遠近法によるク

ラスター分析をおこない，カテコリーについて検討した.抽出されたクラスターを基
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に，クラスターに含まれる内容数の比較をクラスター間と，懐かしさ喚起曲と統制曲

間で比較した.

カテゴリーを規定する潜在要因の抽出 一次元による解釈ー

クラスター(カテゴリー)を規定する潜在要因について検討するため，距離行列を

もとに多次元尺度法もおこない，発言内容の空間的な配置を試みた.クラスターの空

間的な配置と，発言内容の配置により，次元を解釈した.

カテゴリーごとの気分変化

気分評定での評定値をもとに，“憂うつ感"“快活感"“リラックス感ぺ“親和感"

を示す項目の平均値を算出し，気分因子得点とした.音楽聴取後の因子得点から聴取

後の因子得点を引いた値を変化量とした.参加者の気分の変化がクラスターごとに認

められていたのかを調べるため，クラスターごとに分類された発言をした参加者の気

分変化量を用いて， 1サンフルの t検定を行なった.気分の変化が，発言内容の違い

によるものなのか，発言数の量なのかを調べるために，全発言数を参加者ごとにカウ

ントし，全発言数の平均値を，クラスターごとで算出した.

【結果】

発言内容を分類するカテゴリーの抽出と分類

参加者から得られた 76の発言をもとにクラスター分析を行なった結果， 1つの発言

を除く 75の発言が 5つのクラスターに分類された.第 1クラスターは，例えば人生

の出来事や経験，幼少期の思い出，といったような生い立ちゃ過去の自分の体験に関

する記憶で，であった.第 2クラスターは，歌のテーマ，例えば汽車に関する思い出

といったような，歌のテーマであるものに関する記憶であった.第 3クラスターは，

例えば村祭りの状況といったような，歌のテーマである出来事の記憶であった.第 4

クラスターは「いい曲であるJr懐かしい」といったようなことや歌手の名前など，音

楽の印象や気分・歌手のことであった.第 5クラスターは思い浮かんだことがあるか

の質問に「ない」と答えるといったような，問いに対する返事，であった. Table 2・2

に，各クラスターに含まれた内容数の割合を音楽別に示している. Table 2・3に，各

発言内容の初発発言の振り分けと全発言数の平均を示している.
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Table 2・2音楽別の各クラスターに含まれた内容数の割合(%)

懐かしさ生起曲 統制曲

生い立ちゃ自分の体験に関する記憶 43.6 25.0 

歌のテーマであるものに関する記憶 20.5 0.0 

歌のテーマである出来事の記憶 12.8 0.0 

音楽の印象や気分・歌手のこと 15.4 55.6 

聞いに対する返事 7.7 19.4 

Table 2・3 各発言内容の初発発言の振り分けと全発言数の平均

初発発言の振り分け 全発言数平均

生い立ちゃ自分の体験に関する記憶 25 9.0 

歌のテーマであるものの記憶 6 11.8 

歌のテーマである出来事の記憶 5 9.2 

音楽の印象や気分 23 6.7 

聞いに対する返事 10 1.9 

注)歌のテーマである物に関する記憶とは，歌のテーマになっている物，例えば
もみじゃ汽車に関する思い出をさす.歌のテーマである出来事の記憶とは，
歌のテーマになっているイベント例えば村祭りに関する思い出をさす.

カテゴリーを規定する潜在要因の抽出と一次元による解釈ー

Figure 2-1に多次元尺度法をおこなった結果， 2次元の解釈が妥当であるとみなさ

れた.Young Stress(formula 1)による Stress値は.283で， Kruskal Stress (formula 

1)による Stress値は.227であった.各発言内容を空間配置した結果を Figure1に示

す.

各次元とクラスターが配置された場所とクラスターに含まれる発言内容をみたと

ころ， Figure2-1の配置された内容のうち，上の方に配置された内容ほど音楽に関す

る発言や音楽にまつわる内容が多く，次元 1は音楽に関する感想や音楽にまつわる思

い出の有無などといった音楽への関心の程度の強さが示されていると解釈された.ま

た， Figure 2-1に配置された内容のうち，右の方へ配置された内容ほど自分の気持ち

を含んだ内容や自分自身が関わった経験が多く 次元 2は内容がどの程度自分と関連

している内容かといった自己との関連の強さを示していると考えられた.これらのこ
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とより，次元 1は「聴取した音楽に対する関心度J，次元 2は「発言内容の自己関連

度」と解釈された.
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カテゴリーごとでの気分変化

Table 2・4に各発言カテゴリーにおける気分の変化量を示している.

気分の変化が有意であったのは，第 1クラスターの自伝的な内容と第 2クラスター

のテーマである物について，第4クラスターの印象や気分・歌手についての内容を語

った場合においてであった.自伝的内容の発言では，リラックス感と親和感，快活感

が，音楽聴取前より発言後で有意に高まっていた(ts(24)=3.36'" 4.4 7， pく.05). 物につ

いての発言では，親和感が音楽聴取前より発言後で有意に高まっていた(ts(5 )=5.48， 

pく.05). 印象についての発言では，快活感と親和感が音楽聴取前より発言後で有意に

高まっていた(t8(22)= 4.33"'4.38， pく.05). 他の発言内容では，いずれの気分の変化

も有意ではなかった.
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Table 2・4各発言内容における気分の変化量

リラックス感 親和感 快活感 憂うつ感

生い立ちゃ自分の体験に関する記憶 1.1* 1.9* 1.0* 0.0 

歌のテーマである物の記憶 1.1 2.0* 0.8 0.2 

歌のテーマである出来事の記憶 0.0 0.9 0.3 -0.8 

音楽の印象や気分 0.4 1.3* 1.0事 -0.5 

聞いに対する返事 0.4 0.5 0.1 -0.7 

* p<.05 

【考察】

本研究の目的は，音楽を刺激として用い，語られた内容と気分との関連について明

らかにすることであった.まず，音楽によって語られる内容の分類と次元について検

討した.その結果，音楽聴取後に発言される内容から 5つのクラスターが抽出される

ことが分かつた.生い立ちゃ過去の自分の体験に関する記憶，歌のテーマである物に

関する記憶，歌のテーマである出来事の記憶，音楽の印象や気分・歌手のこと，聞い

に対する返事，という 5つの内容に分類することができることが分かった.

懐かしさが異なる音楽では，懐かしさ生起曲は自伝的な内容，統制曲は音楽の印象

や気分を最も多く発言することも分かった.また，発言内容を次元で捉えると，次元

1は「音楽への関心度J，次元 2は「発言内容の自己関連度Jと解釈されることが分か

った.音楽への関心度が高く発言内容が自己と関連しているほど，自伝的な回想が引

き出されることが分かった.

次に，発言前後の気分の変化との関係について検討した.その結果，自伝的な内容

の発言をするとリラックス感や親和感，快活感といったポジティブな感情が高まるこ

とが分かった.

音楽と自伝的な回想との関係

ライフレビューでは，自分自身のことを語る必要があることから，自伝的な内容が

重要であると言える.今回示された 5つのクラスターのうち，第 1クラスターで示され

たようなおいたちゃ自分の体験を語った内容であるといえる.クラスターと次元の結

果から，おいたちゃ自分の体験は，音楽の関心が高く，発言する内容が自己と強く関

連しているところへと位置していた.このことから，対象者自身が音楽へ関心が高く，
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自己に強く関係しているような内容が引き出されたときに自分についての回想を多く

促されるといえる.

これまで自伝的な回想を音楽が引き出すことは経験的に言われていたものの，ほと

んど実証はされてこなかった.先行研究では，発言された内容が自分についてのこと

か社会的なことについてかといった点や (Martin& Metha ， 1997)，自分もしくは他

者のことなのか，見たものなのか実際の行動なのかなどといった点 (Wylie，1990)か

らカテゴリーが決められ，分類が行なわれていた.これらは，自分が経験したことか

否ということが考慮されていると考えられることから，本研究の多次元尺度法によっ

て示された次元のうちの自己関連度を反映したカテゴリーであると考えられる.しか

し，今回示されたような音楽への関心の高さについて，先行研究で用いられていたカ

テゴリーでは反映していなかった可能性がある.音楽によって語られる内容を検討す

る場合には，自己に関連している程度だけではなく，音楽への関心の程度も考慮した

カテゴリーによって，分類をする必要があると考えられる.

音楽を回想法に用いる場合には，音楽に対する態度や発言内容の自己関連は重要な

要因であるといえる.音楽という刺激を使って，回想をおこなう際には，音楽に対す

る主観的な評価との関係，及び，回想内容と自分との関係のどちらも，回想の過程に

影響を与えているといえる.今回示されたカテゴリーと次元の関係をふまえると，音

楽と回想による影響のどちらもカテゴリーに反映されているといえる.このことより，

音楽を用いた回想における回想内容のカテゴリ一分類のためには，今回示されたカテ

ゴリーは，普遍的なものではないかと考えられる.

本研究で抽出された 5つのカテゴリーは，自伝的な回想において重要である自分の

経験であるということが反映されているとともに，音楽と自己との関係性についても

反映したものである.従来用いられてきたカテゴリーと比べ，音楽による影響を受け

た内容を示しているといえ，音楽という刺激を用いたときに引き出される回想内容に

ついて検討するために 有効なカテゴリーであると考えられる.

本研究では，音楽による回想内容を検討した結果，懐かしさを生起させる曲が自伝

的な内容が多く引き出しており，ライフレビューの過程での構造化において必要な自

伝的な回想を引き出す刺激として音楽が有効であることが示されたといえる.先行研

究 (e.g.， Wylie， 1990)で用いられていた流行歌やカントリーは，聴いたことがあっ

たとしても聴取頻度などに個人差があり 懐かしさの生起には個人によって異なって
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いたために，自分に関する記憶を引き出すことができなかった可能性がある.今回用

いた懐かしさを生起させる曲は，実験参加者本人が懐かしさを感じる曲として選択し

た曲であった.このことから，過去に聴取したことがある曲でも，懐かしさを生起さ

せる曲が，自伝的な回想を引き出すために有効であると考えられる.

音楽によって引き出される発言内容と気分変化との関係

回想法の主な効果の一つに，気分の改善があげられている (Edinberg，1985). 本

研究では，自伝的な回想、がポジティブ感情を増加させるととが示された.自分に関す

る内容と歌のテーマについての内容との発言数が同程度であったことからも，発言前

後の気分変化は内容による影響であると考えられる.このことから，発言数に関わら

ず，過去の自分について他者に語ることがよりポジティブ感情を生起させると考えら

れる.音楽による回想法では，過去のことに関しての発言を増加させることに重点が

置かれており，内容については言及されてこなかった.しかし，本研究の結果から，

音楽を用いた回想法において，気分の改善を目的にするときは，懐かしさを生起させ

る音楽で自伝的な回想を引き出すというアプローチをおこなうことが重要であるとい

える.

【要約】

本章の目的は，懐かしさを生起させる音楽と回想内容との関係を明らかにすること

と，精神的健康の短期的な側面である主観的気分との関係について明らかにすること

であった.

高齢者 16名に対して，懐かしさを生起させる曲又は統制曲を聴かせ，聴取中に思

い浮かんだことについて自由に発言させた.分析の結果，音楽に対する関心が高く，

発言した内容が自己と関連が強いときに自伝的な回想が多く引き出されていたことが

示された.また，懐かしさを生起させる曲では自伝的な内容が，統制曲では音楽の印

象や気分・歌手に関する内容が，最も多く引き出されていた.さらに，音楽により自

伝的な回想が引き出されたときには，ポジティフ気分が向上することが示された.
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第3章 音楽と回想内容に対する評価との関係及び音楽を用いた回想法の短期的効果

に関する研究

ライフレビューの過程においては、回想内容に対する評価が最も重要であるといわ

れている (Haight& Burnside， 1993). 野村・橋本 (2001)によると，回想している

際にポジティブな感情や認知が伴うと，人生満足感と自尊感情が高く抑うつが低くな

ることが分かっている.それに対して，回想する頻度が多く回想している際にネガテ

ィブな感情や認知が伴うと，人生満足感や自尊感情が低く抑うつが高くなることも示

されている.また，経験した当時よりも回想時の方がよりポジティブな評価をしてい

るというポジティブな再評価の傾向が強いほど，人生満足度が高くなることが示され

ている.つまり，高齢者の精神的健康を向上させるために重要なのは，回想内容に対

するポジティブな再評価であるといえる.

回想内容へのポジティフな評価には，懐かしさが関係していると考えられる.偶発

想起に関する研究では，過去についての想起を行った際に懐かしいと感じている者は

感じていない者よりも，気分状態がポジティブであり，想起した内容に対してポジテ

イブな評価をしていることが明らかにされている(多田， 1998).先行研究から，懐かし

さを感じると，ポジティフな感情が喚起し，自伝的記憶が多く想起され，回想内容へ

のポジティブな評価が促されると考えられる.懐かしさが生じることで，回想、の過程

でのポジティブな再評価が促されると考えられる.

音楽を用いた回想法では，対象者が過去に聴いたことのある音楽を用いると，回想、

が促され過去の体験や出来事に関する会話が引き出されることや，引き出された会話

によって他者とのコミュニケーションが増すことが示されている(師井， 1999;高橋，

1996; Wylie， 1990). これらの研究においては，音楽と回想量との関係に着目したも

のがほとんどであり，音楽によって引き出された回想内容への評価については検討さ

れてこなかった.また，臨床で用いられる音楽は，対象者が過去に聴いたことがあり，

馴染みがあるという理由で選ばれることが一般的であり，懐かしさを感じるというこ

とについて考慮されているわけではなかった.懐かしさを生起させる音楽を用いるこ

とによって，回想内容へポジティブな評価を促せる可能性があるのではないかと考え

られる.

そこで，本研究では，懐かしさを生起させる音楽を聴くことによって，自伝的な回
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想と回想内容への再評価にどのような影響が認められるのかを検討することとした.

また，音楽を用いた回想法の心理療法としての有効性についても検討するため，音楽

による回想が精神的健康の短期的側面である気分へ与える影響についても検討するこ

ととする.

【目的】

懐かしさを生起させる音楽が，自伝的な回想内容に対する再評価に与える影響につ

いて明らかにすることと，懐かしさを生起させる音楽が気分に与える影響について

明らかにすることを目的とする.

なお，実験において認められる気分反応が，音楽の印象による影響であるのか，音

楽によって生起する懐かしさの影響であるのかを確認するため，印象の異なる音楽を

用いて比較検討することにした.

【方法】

実験参加者

医療施設に併設するデイサービスを利用する高齢者 18名(女性 15名，男性 3名;

平均年齢 79.2歳)であった.実験は，平成 14年 11月に実施した.参加者は痴呆症

状がみられず， 65歳以上で，発話や言語理解について障害のない者であった.最終的

に分析の対象としたのは， 2回の実験を受けた 15名(女性 12名，男性 3名)であっ

た.

実験回数，時間，実施場所

同一対象者に 2条件での実験をおこなうために，一人の参加者につき 3週間のうち

に計 2回実験を行った. 1回の実験時間は約 30分であった.実験を実施した場所は

施設内の一室であった.

装置

音楽は， MD/CDステレオラジオカセットレコーダー (aiwa製， CSD.MDl) によ

って呈示した.呈示音圧については，呈示の際に聞こえやすい音の大きさかという確

認を行ったため，個人によって呈示音圧は異なった.呈示音圧は，等価騒音レベルで

約 65........75dB(A)の範囲であった.音声はデジタルメモリレコーダー (TOSHIBA製，
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DMR-1800V/900V)を用いて，音楽呈示中とその後の発話が終了するまでを記録した.

実験終了後，デジタルメモリレコーダー(同上)からパーソナルコンビューターにと

りこみ音声ファイルとしてハードディスクに保存した.

音楽刺激

実験に使用した曲を Table3・1に示している.懐かしさを感じる曲(以下，懐かし

さ生起曲)として，幼少期に聴いたと考えられる尋常小学校唱歌の中から，対象者が

最も「懐かしい」と思う曲として選んだ曲を用いた.曲を選ぶ際には， 3由の題名と

歌い出しを記したリストを参加者に呈示し，その中から「一番懐かしいと思う曲J1 

曲を実験参加者本人が選んだ.懐かしさをあまり感じない曲(以下，統制曲)として，

成人期に聴いたと考えられる曲を「高齢者のなじみの曲ベスト 20J (高橋， 1997)の

中から実験者が選択した.感情反応への音楽の印象による影響を確認するため，テン

ポが遅くゆったりとした静かな印象の音楽 (Slow音楽)とテンポが早くにぎやかで明

るい印象の音楽 (Fast音楽)で，それぞれ懐かしさ生起曲 3曲(呈示するのはうち 1

曲)統制曲 1曲を用いた.実験では，ゆったりとした静かな印象の音楽を聴く条件

(Slow条件)と，にぎやかで明るい音楽を聴く条件 (Fast条件)，各条件で懐かしさ

生起曲 1曲と統制曲 1曲の計 2曲を呈示した.

Table 3・1使用した音楽

Slow 条件(平均~ = 85) Fast 条件(平均~ = 106) 

題名 出版・発売年 題名 出版・発売年

故郷 大正6年 村の鍛冶屋 大正冗年

懐かしさ生起曲 紅葉 明治44年 村祭 明治45年

ふゅのよる 明治45年 汽車 明治45年

統制曲 北国の春 昭和52年 365歩のマーチ 昭和43年

質問紙

主観的感情を測定するための気分評定を使用した.項目は多面的感情状態尺度(寺

崎他， 1992) と一般感情尺度(小川他， 2000)を参考に“憂うつ感"を示す「沈んだ」

「動揺したJ，“快活感"を示す「活気のあるJr元気に満ちたJ，“リラックス感"を示

す「穏やかなJrのんびりしたJ，“親和感"を示す「いとおしいJrうっとりしたj の
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計 8項目を用い，リッカート法 7件法(線上に 7つのポイントを記した)で構成した.

評定は質問紙を実験参加者に見せた状態で，各項目に対し，実験者が項目を読み上げ，

実験参加者がそれに答えるという方法でおこなった.

手続き

実験室に入室後，実験の流れの説明を行った.実験の内容に対して了承を得た後，

ベースとなる気分評定をおこない，統制曲の呈示を行った.呈示後， r音楽を聴いてい

る聞に思い浮かんだことJについて，自由に話してもらった.話が終わり次第，気分

評定をおこなった.次に懐かしい曲の選定を実験参加者がおこない，その選定された

曲を懐かしさ生起曲として呈示した.呈示後は，統制曲の呈示後と同様の手続きをと

った.以上の手順で一人に対して 2回 (Slow条件， Fast条件)実験をおこなった.

測定指標

自伝的回想の量

音楽聴取後の発話のうち，実験参加者が自発的に発話したと思われる部分を抜粋し，

それぞれを，第 2章で示されたカテゴリーを参考に，自伝的回想(過去自分が経験し

た出来事，生活の様子，見た風景など)，感情的な言葉(胸にしみる，元気になる，さ

みしいなど)，歌に関する事柄(歌手の名前，コーラスがいい，リズムがいいなど)の

3つに分類をした.このうち，自伝的回想に分類されたものを回想量とした.

再評価

各回想内容に示される文章をもとに， 3名の評定者が，体験時の評価，現在の評価

について 7件法(非常にポジティブ 7'"非常にネガティブ 1で評定)で評定し，値から

体験時と現在の評価の分類を行った.評価値の平均値が 5.0以上 7.0未満ものをポジ

ティブ， 3.0以上 5.0未満のものをニュートラル， 1.0以上 3.0未満のものをネガテ

ィブとした.体験時と現在の分類をもとに，内容ごとに再評価の分類を行った.再評

価の分類は，ポジティブ再評価，ネガティブ再評価，ポジティブ評価，ニュートラル

評価，ネガティブ評価の 5つとした.ポジティブ再評価は体験時よりも現在の評価の

方がポジティブな評価がされた内容 ネガティブに再評価は体験時よりも現在の評価

の方がネガティブな評価がされた内容，ポジティブ評価，ニュートラル評価，ネガテ
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ィブ評価は体験時も現在も同じポジティブな評価，ニュートラルな評価，ネガティブ

な評価がされた内容とした.再評価の分析には，回想された内容のうちの再評価の割

合(分類された再評価の数を参加者ごとの回想数で割った値)を用いた.

主観的気分

気分評定での評定値をもとに，“憂うつ感"“快活感ぺ“リラックス感“親和感"

を示す項目の平均値を，各因子得点とした.音楽聴取後の因子得点からベースの因子

得点を引いた差分値を算出した.

【結果】

自伝的回想の量

Figure 3・1に回想量の平均を示している.音楽の印象 (Slow・Fast)x懐かしさ(統

制曲・懐かしさ生起曲)の 2要因の分散分析を行った結果，音楽の印象の主効果に有

意な傾向 (F(I，14)=3.72， p=.07)，懐かしさに有意な差 (F(I，14)=3.43， p<.OI)が

認められた. このことから，ゆったりした静かな音楽の方がにぎやかで明るい音楽よ

りも回想量が多くなる傾向があり， r懐かしさJを感じない音楽よりも「懐かしさを生起

させる音楽を聴いたときの方が，回想量が多いことが分かった.

3.5 

3.0 

2.5 

回
想 2.0
量

1.5 

1.0 

0.5 

0.0 
Slow Fast Slow Fast 

統制曲 懐かしさ生起曲

Figure3・1 音楽聴取後の自伝的回想の量
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自伝的回想内容に対する再評価

Table 3・2に回想に対する再評価の割合を群ごとに示している.再評価の割合の値

をもとに KruskalWallis検定を行った.その結果，ポジティブに再評価された内容に

おいて，有意差が認められた (H=10.81.p<.05). このことより，音楽を聴取したと

きの回想のうち，ポジティブに再評価された回想が最も多いのは， r懐かしさを生起さ

せる音楽，かつ，ゆったりとして静かな音楽，を聴取したときであることが分かった.

ネガティブに再評価，ポジティブのまま，ニュートラルのまま ネガティブのままの

再評価では有意差が認められなかった(J手1.83"""4.42，n.s.). 

Table 3・2 自伝的な回想内容に対する評価の割合

Slow条件 Fast条件

統制曲 懐かしさ喚起曲 統制曲 懐かしさ喚起曲

ポジティブ再評価 15.0 40.0 5.1 20.8 

ネガティブ再評価 0.0 5.4 0.0 7.7 

ポジティブ評価 34.2 22.3 54.2 62.8 
ニュー卜ラル評価 47.7 24.2 25.0 39.7 

ネガティブ評価 3.1 8.1 0.0 0.0 

(%) 

主観的気分

Figure 3・2に快活感， Figure 3・3に親和感， Figure 3・4にリラックス感， Figure 3・5

に憂うつ感の差分値の平均を示している.音楽の印象 (Slow• Fast) X懐かしさ(統

制曲・懐かしさ生起曲)の 2要因の分散分析を行った結果，快活感において，懐かし

さの主効果 (F(I， 14)=8.84， pく.05)が認められた.リラックス感，親和感，憂うつ

感では，いずれの要因においても有意差は認められなかった (Fs(l，14)=0.30"""2.32， 

n.sJ. このことから，快活感は，音楽の印象の影響よりも「懐かしさjの影響を強く受

けており，懐かしさを生起させる音楽を聴いた場合には，聴取後に快活感が高まるこ

とが分かった.
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Figure3・2 回想前後の親和感の変化
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Figure3・3 回想前後のリラックス感の変化 Figure3・4 回想前後の憂うつ感の変化

【考察】

本研究では，懐かしさを感じる音楽を聴くことによって，感情状態や自伝的な回想

の量，回想内容への再評価にどのような影響が認められるのかについての検討を行っ

た.その結果，懐かしさを生起させる音楽を聴いたときには，自伝的記憶を多く回想

されていること，さらに，懐かしさを生起させる音楽の中でも，ゆったりと静かな曲

を聴いたときには回想内容をポジティブに再評価していることが分かった.また，懐

かしさを生起させる音楽を用いた回想では 主観的には快活感が向上することが分か

った.
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懐かしさを生起させる音楽と自伝的回想及び再評価との関係

過去に聴いた音楽の中でも，懐かしさを感じる音楽を用いた方が自伝的な回想を多

く引き出せることが分かった.また，懐かしさを感じる音楽の中でも，ゆったりした

静かな音楽でポジティブな再評価が行われた内容が多かった.回想量には音楽の印象

による差は認められなかったことから，同程度の量を回想していても，回想内容への

再評価の多さは音楽の印象によって異なるといえる.回想内容の評価過程に，音楽の

印象が影響を与えていると考えられ，体験した当時の評価よりも現在の評価の方がポ

ジティブな評価であるといったポジティブな再評価をおこなう際には，過去に聴いた

ことのある音楽の中でも，にぎやかで明るい音楽を用いるのではなく，ゆったり静か

な音楽を用いることが望ましいと考えられる.

回想法では，再評価に深く関連すると考えられる人生における問題の解決や自己受

容には，セラピストの共感的で支持的な態度が影響を与える(奥村， 1998) と言われ

ている.再評価にはセラピストの言動が影響を与えると考えられており，臨床をおこ

なう上での留意点もセラピスト側の態度を指摘したものが多い(野村， 1998;野村・

黒川， 1992). しかし，本研究の結果により，回想法に用いる音楽の印象も再評価に影

響を与え得ることが示された.回想内容への再評価を促すためには，過去に親しみの

ある刺激であればよいのではなく，刺激の持つ特徴にも考慮する必要があることが分

かった.本研究の結果より，再評価を促す刺激としては，懐かしさを生起させる音楽

でかつ，ゆったり静かな印象を与える音楽がふさわしいといえる.これらのことから，

自伝的な回想及びポジティブな再評価を含んだライフレビューをおこなうためには，

懐かしさを生起させる音楽の中でも，ゆったりとした静かな印象をもっ音楽を使用す

ることが有効であるといえる.高齢者においては，懐かしさを生起させる曲の印象と

いった主観的評価が，回想内容に対する再評価に影響を与える可能性があることが本

章の結果により示されたといえる.

ゆったりした静かな印象の曲はにぎやかで明るい音楽に比べて，テンポが遅かった.

このゆったり静かな印象の曲の方が，ポジティブな再評価を促す可能性が示された理

由としては，テンポの遅さが回想の評価といった認知的処理に影響を与えたというこ

とが考えられる.人は加齢に伴って認知的な処理スピードが遅延し，それに伴って自

発的なテンポ(spontaneoustempo)も遅くなるといわれている(Baudouin，Vanneste 

& Isingrini， 2004). この知見に従うと，高齢者の認知的な処理スピードは若者に比べ
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て遅いため，それに伴って自発的なテンポもゆっくりとなると考えられる.本章でゆ

ったり静かな印象の曲はテンポがゆっくりであったため，高齢者の自発的なテンポと

同調しやすかったと考えられる.回想の際に再評価を促す際には，認知的な処理スピ

ードに伴う自発的なテンポの合うような，テンポの遅い曲を用いることが適している

可能性が考えられる.

懐かしさを生起させる音楽が気分反応に及ぼす影響

従来の研究では，音楽を聴取するときの感情反応は，音楽の印象が感情反応を規定

する要因であると考えられてきた(谷口 1995).本研究では，にぎやかで明るい音楽

とゆったり静かな音楽を用いて，印象の違いによる気分への影響について検討した.

従来の知見から考えると，にぎやかで明るい印象の音楽は快活感のような活動的なポ

ジティブ気分が誘導され，ゆったりとした静かな音楽はリラックス感のような非活動

的なポジティブ気分が誘導されると予測された.しかし，本研究の結果では，にぎや

かで明るい音楽とゆったりと静かな音楽のいずれにおいても，音楽によって懐かしさ

が生起されているときには快活感といった活動的なポジティブ感情が喚起しているこ

とが示された.音楽の印象が異なっても，懐かしさが喚起されていることで，感情反

応は類似したものになったのである.これは，大学生を対象に検討した知見(小林・

岩永・生和， 2002) と一致した結果であった.音楽を聴くことによって懐かしさを感

じた場合には，音楽の印象に関係なく活動的なポジティブ気分が誘導されるといえる.

従来の研究では，聴取経験を統制するために，実験参加者が初めて聴く曲が用いられ

ることが多かった.本研究の結果より，過去聴いたことがあり親しんだ楽曲を用いた

場合には，音楽によって生起する懐かしいという状態が，楽曲の印象による気分誘導

のプロセスに影響を与え，懐かしさによってポジティブ気分が誘導される可能性があ

るといえる.これらのことから ポジティブな気分の向上を促すためには，懐かしさ

を生起させる音楽が有効であると考えられ，精神的健康の短期的側面にアプローチす

るためには，懐かしさを生起させる音楽を用いた回想法が有効であるといえる.

【要約】

本章では，懐かしさを感じる音楽が，自伝的な回想内容に対する再評価及び気分に

与える影響について明らかにすることを目的とした検討をおこなった.
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高齢者 15名に対して，懐かしさを感じる幼少期に聴いた楽曲と懐かしさを感じな

い成人期に聴いた楽曲をそれぞれ2由ずつ(ゆったりした静かな印象の曲 l曲と賑や

かで明るい曲 1曲)を聴取させ，音楽聴取後に思い浮かんだことについて自由に発言

させた.音楽聴取前と回想後で主観的気分の測定を行った.分析の結果，懐かしさを

生起させる音楽では，自伝的な回想が多く引き出されていること，さらに，音楽の中

でもゆったりした静かな印象の音楽では，回想した内容に対して再評価が多くなされ

ることが示された.さらに，懐かしさを生起させる音楽を用いた場合に，回想前後で

ポジティブ感情が高まることが示された.
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第4章 音楽の主観的特徴と回想内容の評価との関係及び音楽を用いた回想法の

短期的効果に関する研究

従来，音楽の印象や好みなどの主観的な評価は，感情状態に大きな影響を与えると

いわれてきた (Scalterri，1984;谷口， 1995;諸木・岩永， 1996;伊藤・岩永， 2001; 

Knight & Rickard， 2001).第 3章では，実験者が設定したゆったりした静かな印象

の音楽によってポジティブな再評価が促されていたことから，本人の音楽に対する主

観的な評価は感情喚起のみではなく，音楽をきっかけとした回想にも影響すると考え

られる.ライフレビューに有効な音楽の特徴を明らかにするためには，音楽の主観的

な特徴と回想との関係について，さらに検討する必要があると考えられる.

また，主観的な特徴の中でも特に音楽に対する好みは，感情反応を引き起こすため

に重要な媒介要因であるといれている(岩永 1999).ただし，好きな音楽といっても，

音楽には歌調やメロディー，歌手の声などの要素が含まれており，好まれる要素は様々

である(加藤， 1998). ライフレビューに音楽を用いる場合に，個人が音楽のどの要素

を好んでいることが回想に影響するのかが明らかになれば，ライフレビューでの応用

の際に，適切な音楽をより選択しやすくなると考えられる.以上のことから，ライフ

レビューにおける音楽の有効性を示すためには，懐かしさを生起させる音楽の中でも，

音楽の印象と好み(本人が特に好きであると思う要素)といった主観的な評価の特徴

が回想における再評価とどのような関係をもつのかを明らかにする必要があると考え

られる.

回想内容がポジティブであるかネガティブであるかといった回想内容の感情価は，

欝状態に影響を与えるといわれている (Fry，1991).回想で重要な再評価にも，感情

的な評価が含まれており，ポジティブな再評価やネガティブな評価などといった再評

価の違いによって，気分が影響を受けると考えられる.これらのことから，音楽を用

いた回想を行なう際には，音楽の印象の違い及び回想内容に対する再評価の違いが気

分に影響すると考えられる.音楽を用いたライフレビューの有効性を示すためには，

音楽の印象価と気分との関係，及び回想内容の再評価の感情価と気分との関係につい

て検討をおこなう必要がある.また，音楽が回想に影響する可能性も考慮し，音楽の

印象価と再評価の特徴との関係についても検討する必要があると考えられる.

回想における回想内容の評価には，回想内容に対する再理解や意味付けをおこなう

こと (Silver，1995)，ネガティブな体験に対してポジティブな再評価をおこなうこと
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(野村・橋本， 2001)をおこなうことなどが含まれると考えられる.回想法を提唱した

Butler (1963)は，高齢者の回想を「自己の人生を振り返り，未解決の葛藤の解決を促

す自然で普遍的な心的過程Jとし，また，老年期の心理社会的課題について述べた

Erikson (1950)は老年期には過去の受容が重要であるとしている.これらのことを受

けて，第 2章と第 3章においては，野村・橋本 (2001)を参考にし，評価の中でも体験

に対する再評価に着目した検討をおこなった. King and Miner (2000)は，人生の否

定的体験が自分に与えたポジティブな影響に気づき，自分のライフストーリーにとり

こむことによって，心身の健康が向上することを明らかにしており，自分に対するポ

ジティブな影響への気づ、きが回想後の心理状態へポジティブな影響を与えることを示

している.現在の自分に対する影響について気づくことは，過去と今現在の自分との

連続性に気づいていることにもつながると考えられ，自己統合に重要であると考えら

れる.さらに，このような気づきによって，過去の経験を再度ポジティブに評価しな

おし，ポジティブな再評価が促されるとも考えられる.このように，再評価とポジテ

ィブな影響への気づきは，関係していると考えられる.評価過程の特徴を検討するた

めには，回想内容に対する再評価とポジティブな影響への気づきとの関係についても

検討をおこなう必要があると考えられる.

ライフレビューをおこなう際には，評価とともに構造化することが重要であるとい

われている (Haight& Burnside， 1993). 構造化には，人生をまとめ，統合していく

ために，個人が幼少期から老年期までの発達段階を含んだ回想をおこなう必要がある.

各発達段階を含む回想を促すためには，同一の個人に対して幼児期から老年期に聴い

たことのある音楽を用いて回想を引き出す手続きを用いる必要がある.そのためには，

あらゆる発達段階の回想を引き出すためには 複数回の測定をおこなう必要がある.

【目的】

音楽の印象や好みといった音楽に対する主観的評価と再評価の感情価との関連に

ついて，及び，再評価の感情価と主観的気分との関連について明らかにすることを目

的とする.また，再評価と現在の自分に対するポジティブな影響への気づきとの関係

について明らかにすることを目的とする.
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【方法】

実験協力者

高齢者 17名(デイサービス利用者 9名及び在宅での協力 8名;70.........93歳;男性 10

名，女性 7名)であった.このうち 4名は，スケジュール調整の都合や体調の変化な

どを理由に実験を中断した.最終的に分析対象としたのは， 13名(男性 9名，女性 4

名)であった.

.実験回数・期間

一人につき，実験説明のために 1日と実験を実施するために 6日の計 7日間を実験

期間とした.一日につき実験時間は約一時間であった.一週間のうちに一日，または

二週間のうちに一日 (2セッション)のペースでおこなった.実験回数は全部で 11......... 

12回であった.実験開始から終了までの期間は， 2......... 3ヶ月であった.

音楽刺激

大正後期から昭和初期，昭和 10年代， 20年代， 30年代， 40年代， 50年代の各時

代に流行した歌話曲，よく知られていると思われる学校唱歌，わらべ歌，軍歌，など

全 186曲を用いた (Appendix1・1.........1・5). それらの曲の中から，本人が「懐かしいJ

と感じる音楽を選択させた.選択方法は，一度に同年代に流行した又は聴取していた

と思われる 16.........30曲の楽曲のタイトルと歌手名を書いたリストを見せ， r一番懐かし

いと感じる曲Jを 1曲選択させるという方法であった.なお，参加者からどんな曲だ

ったかという質問があった場合には サビのー要素を実験者が歌い，曲が分かった上

で選択をさせるようにした.選択したー曲を 1セッションにー曲呈示した.刺激の年

代はランダムに呈示した.

質問紙

気分評定として，リラックス感，抑うつ感，爽快感，嫌悪感の各 2項目を用いた.

音楽選択前と回想後に評定をおこなった. 100点を最高点とし，各項目の程度を実験

者が口頭で尋ね，それに対して，参加者に口頭で答えさせた.

音楽の印象については，力動性を示す項目(重いーどちらでもないー軽い)と明暗

性を示す項目(明るい・どちらでもない・暗い)によって評定させた.音楽の好みの

要素については，聴いた音楽のどこが好きかを歌調・歌手の声・メロディー・その他
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の中から自由に選ばせた(複数回答可). 

実験手続き

実験への参加について，文書で同意を得た後，次の①から⑥の順で実験をおこなっ

た.①その日の実験の流れを説明する.②気分評定をおこなう.③リストの中から，

音楽を 1曲選択④③で選択した音楽を聴く.⑤半構造化面接を受ける.⑥気分評定を

おこなう.なお，③~⑥を 1セッションとした.

⑤の半構造化面接では，回想内容に対する評価(感情価，自分への影響，回想頻度)

について，実験者から質問をおこなった.参加者からの発言に対して，実験者は，肯

定的な態度(うなずく 「へー」や「そうなんですか」などという発言)を示した.

ただし rもっと聞かせてくださいJrそれから どうなったのですかj などといった

参加者の反応を引き出そうとする発言や r凄いですねJr素晴らしいですね」という

発言及び拍手をする，などといった参加者の発言に対する評価的な態度は，実験者は

示さなかった.セッション中に，参加者から「あなたはどう思うのかJ という問いか

けがあった場合には，実験者は「そうですねえJrこれを機に考えてみます」という

発言をおこない，回答しないようにした.ただし rあなたは今何歳かJr兄弟は何人

か」といったような明確に答えが存在する聞いに対しては，実験者は答えるようにし

た.なお，実験最終日には，実験で得たデータを研究に使用することに対する同意を，

文書で得た.

分析

回想内容に対する評価の分類

実験者が，実験終了後，録音された音戸を全て文書化した.本研究で使用する概念

を理解しており，高齢者の実験場面を経験したことのある心理学を専攻する大学院生

2名(実験者を含まず)の協議によって，回想の再評価，自己への影響についての評

定をおこなった.再評価については，回想内容ごとに，ポジティブ再評価(過去より

も現在の方がポジティブな評価をしている内容)，ネガティブ評価(過去も現在もネガ

ティブな評価をしている内容にポジティブ評価(過去も現在もポジティブな評価をし

ている内容)，ニュートラル評価(過去も現在もニュートラルな評価をしている内容)， 

評価判断が困難な内容(ポジティブな評価とネガティブな評価の両方が混在している

内容や，評価が困難である内容)，のいずれかに分類をした.評価判断が困難な内容に
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関しては，少数であったため，これに分類された内容は省いて以下の分析をおこなっ

た.

自己への影響については，今の自分にとって影響を与えているか否かを判断した後，

影響が与えられている場合にはそれをポジティブな影響とネガティブな影響と分類し

た.

音楽の主観的特徴(印象価)と回想内容の評価との関連

音楽の印象の違いによって，回想内容の評価にどのような違いが認められるのかを

検討するため，個人の音楽の印象評定をもとに，音楽の印象ごと(明暗性:明るい曲・

明るく暗くもない中性的な曲・暗い曲， 力動性:重い曲・重くも軽くもない中性的な

曲・軽い曲)に分類した.その後，各印象の曲ごとで再評価内容数について， Fisher 

の直接法を用いて比較をおこなった.

音楽の好みの要素によって，回想内容の評価にどのような違いが認められるのかを

検討するため，歌調・歌手の声・メロディーのいずれかを選択した回答をもとに，好

きな要素ごとでの再評価の内容数について， χ2検定を用いて比較をおこなった.

音楽の主観的特徴(印象価)と気分との関連

音楽の印象の違いによって気分が異なるかを検討するため，個人の音楽の印象評定

をもとに，音楽の印象ごと(明暗性:明るい曲・明るく暗くもない中性的な曲・暗い

曲， 力動性:重い曲・重くも軽くもない中性的な曲・軽い曲)に分類した.その後，

各印象の曲での気分評定値を KruskalWallis検定によって比較した.

回想内容の評価と気分との関連

回想内容の評価の違いによって，気分が異なるのかについて検討するため，回想内

容の再評価ごとでの気分の評定値について， Kruskal Wallis検定によって比較をおこ

なった.

回想の評価と自分に対するポジティプな影響の気づきとの関連

回想内容の評価の違いによって，回想した経験が自分にとってのポジティブな影響

に気づいていたか否かが異なっていたかを調べるため，各評価内容と気づきの有無の

数を Fisherの直接確率法によって検定した.
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【結果】

音楽の主観的特徴(印象価)と回想内容の評価との関係

音楽の印象のうち，感情反応を引き出す印象価として最も用いられている明暗性，

力動性と，回想内容に対する再評価との関係について検討した.

音楽の明暗性と回想内容の評価との関係

実験期間中，一人につき計 11"-' 12曲が呈示され，のべで 165曲呈示された.各曲

に対しておこなった印象表の中の明暗性の評定値に基づいて，明るい印象の曲，中性

的な印象の曲(明るくも暗くもない曲)，暗い印象の曲，の 3つに分類した.同じ曲で

も個人によって印象が異なる場合も，印象の異なる曲としてみなした.明るい印象の

曲として「青い山脈」や「東京パスガール」などの 77曲(重複合む)，中性的な印象の

曲には「宵待草」や「さくらさくらJなどの 32曲(重複合む)，暗い印象の曲には「青

葉の笛Jや「悲しい酒」などの 46曲(重複合む)が含まれていた.一人に対して実験期

間中に選択した 11"-' 12曲中，明るい印象の曲の平均は約 4曲，中性的な印象の曲の

平均は約 2曲，暗い印象の曲の平均は約 6曲であった.

3つの印象ごとに，ポジティブ再評価，ネガティブ評価，ポジティブ評価，ニュー

トラル評価に分類された内容数を， Fisherの直接確率法によって比較した.Table 4・1

に，明るい印象の曲，中性的な印象の曲(明るくも暗くもない曲)，暗い印象の曲ごと

での回想の評価の数を示している.

検定の結果，明るい印象の曲，中性的な印象の曲(明るくも暗くもない曲)，暗い

印象の曲では，再評価の数に差は認められなかった.これにより，明るい曲であって

も，暗い曲であっても，再評価は同じように引き出されることが分かった.音楽の明

暗性の違いによって，回想内容への再評価が異なるとはいえないことが分かった.

Table 4・1明るさの異なる曲ごとでの回想評価の数

ポジティブ ポジティブ ネガティブ ニュートラル
合計

再評価 評価 評価 評価

暗い曲 12 12 8 4 36 

中性曲 6 9 5 5 25 

明るい曲 12 29 11 10 62 
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音楽の力動性と回想内容に対する再評価との関係

音楽の力動性の評定により，軽い印象の曲，中性的な印象の曲(軽くも重くもない

曲)，重い印象の曲，に分類した.同じ曲でも個人によって印象が異なる場合も，印象

の異なる曲としてみなした.軽い印象の曲には r高原列車はいく」や「村祭」など

46曲(重複合む)，中性的な印象の曲には「さざんかの宿Jr我は海の子jなど 21曲(重

複合む)，重い印象の曲には「異国の丘Jr人生の並木路」など 88曲(重複合む)が含ま

れていた.個人が実験期間中に選択した 11"'12曲中，軽い印象の曲の平均は約 3由，

中性的な印象の曲の平均は約 2曲，重い印象の曲の平均は約 7曲であった. 11"'12 

曲中 6曲以上同じ印象の曲を選択したものは，軽い印象の由で 1名，中性的な印象の

曲で 1名，重い印象の曲で 8名であった.全体的に，重い印象の曲が好まれ，選択さ

れていたといえる.

3つの曲ごとで，ポジティブ再評価，ネガティブ評価，ポジティブ評価，ニュート

ラル評価，ポジティブネガティブ評価，に分類された内容数を， Fisherの直接確率法

によって比較した. Table 4・2に，軽い印象の曲，中性的な印象の曲，重い印象の由

ごとでの回想の評価の数を示している.

検定の結果，回想評価の数において，有意差が認められた(pく.05).結果から，軽い

印象の音楽よりも重い印象の音楽である方がポジティブな再評価が多かった.これに

より，曲の力動性は，内容の再評価に関係しており，重い印象の曲は，軽い曲や中性

的な曲よりも，ポジティブな再評価を引き出しやすいことが分かった.

Table 4・2重さの異なる曲ごとでの内容評価の数

ポジティブ ポジティブ ネガティブ ニュートラル
iロ』吾画ヰE 

再評価 評価 評価 評価

軽い曲 4 21 6 8 39 

中性曲 1 8 1 5 15 

重い曲 25 21 17 6 69 
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好きな音楽の要素(歌調，歌手，メロディーなど)と回想内容との関係

聴いた音楽の好きな要素についてたずね，好きであると答えた要素ごとでポジティ

ブ再評価，ネガティブ評価，ポジティブ評価，ニュートラル評価に分類された内容数

を， χ2検定によって比較した.Table 4・3に，好きな要素(歌調，歌手，メロディー)

ごとでの回想評価の数と，検定後の χ2値を示している.

χ2検定の結果，メロディーが好きであるときに，再評価の数に有意差が認められ

た(X2(3)=14.43). メロディーが好きであるときには，他の再評価の数よりもポジティ

ブに再評価された内容が多く引き出されていた.歌手や歌詞を好むときには，再評価

の数に有意差が認められなかった(X2s(3)=4.14-4.72，p<.01). これにより，メロディ

ーが好きである音楽を聴いたときには，ポジティフな再評価が促されやすいことが分

かった.

Table 4・3好きな要素ごとでの再評価の数とx2値

歌詞 歌手 メロディー 合計

再評価 16 7 27 50 

ポジティブ評価 24 18 17 59 

ネガティフ、評価 16 5 6 27 

ニュートラル評価 9 3 6 18 

X2
(3) 4.72 4.14 14.43村

** p< .01 

音楽の主観的特徴(印象価)と気分との関係

音楽の印象ごとにおける回想後の気分(評定値は1""100)について， Kruskal Wallis 

検定によって比較した. Table 4・4に，音楽の印象ごと(明暗性:明るい曲・明るく暗

くもない中性的な曲・暗い曲， 力動性:重い曲・重くも軽くもない中性的な曲・軽い

曲)での，親和感，爽快感，リラックス感，抑うつ感の平均値と，検定後のH植を示

す.

Kruskal Wallis検定の結果，力動性の異なる曲で，爽快感，快活感と親和感に有意

差が認められた(Hs=6.43-10.31，pく.01).軽い又は重い曲は，軽くも重くもない中性

的な曲よりも爽快感や快活感，親和感が高いことが分かった.爽快感やリラックス感，

抑うつ感の違いは認められなかった(民=0.83-3.55，pく.01).明暗性の異なる曲にお

いては，いずれの気分においても有意差は認められなかった(Hs=0.06-3.91，pく.05).
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Table 4・4音楽の印象価における気分の平均値と KruskalWallis検定の結果

爽快感 リラックス感 快活感 抑うつ感 親和感

暗い曲 78.5 72.3 70.8 14.1 45.8 

中性曲(中程度の明るさ) 75.5 73.8 72.3 13.0 47.0 

明るい曲 73.7 77.2 73.1 9.9 45.6 

H 2.66 2.22 0.15 1.82 0.06 

軽い曲 75.1 76.3 71.0 10.7 48.7 

中性曲(中程度の重さ) 65.5 69.3 58.6 8.1 29.0 

重い曲 78.1 75.7 76.1 13.3 48.5 

大大

9.70 ** 6.43 * H 10.31 3.55 0.83 

* p< .05，村 pく .01

回想の評価と気分との関係

回想の評価(ポジティブ再評価，ネガティブ評価，ポジティブ評価，ニュートラル

評価)に分類された内容を回想した後の気分について， Kruskal Wallis検定によって

比較した. Table 4・5に各再評価内容を回想した後の，親和感，爽快感，リラックス

感，抑うつ感の平均値と，検定後の H値を示す.

Kruskal Wallis検定の結果，親和感において有意差が認められた(H=6.43，pく.05).

親和感は，ネガティブ評価の内容では最も低いことが分かった.

Table 4・5再評価ごとでの気分の平均値と KruskalWallis検定の結果

爽快感 リラックス感 快活感 憂欝感 親和感

ポジティフ、再評価 78.8 69.7 74.7 14.0 40.7 

ポジティブ評価 75.7 80.6 72.1 8.5 52.6 

ネガティブ評価 76.9 71.7 68.3 13.5 30.6 

ニュートラル評価 69.5 71.6 68.4 3.9 50.3 

H 3.77 5.86 1.25 4.44 8.05 * 

* p< .05 
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回想の評価と自分に対するポジティブな影響の気づきとの関連

Fisherの直接確率法の結果，有意差が認められた(pく.05). このことから，ポジテ

ィブな再評価とネガティブ評価がされた内容は，自分にとってポジティブな影響があ

るという回答が，影響がないまたは影響があるか分からないという回答より多いこと

が分かった.ニュートラル評価の内容は，影響がないまたは影響があるか分からない

という回答が，ポジティブな影響があるという回答より多いことが分かった.

Table 4・6回想の評価ごとでの影響の違い

ポジティブ、 ポジティブ ネガティブ ニュートラル
計

再評価 評価 評価 評価

ポジティブ影響あり 26 24 20 5 75 

影響なし 2 14 1 6 23 

分からない 1 12 2 8 23 

【考察】

本章の目的は，音楽の印象価や好みといった特徴と引き出される回想内容の再評価

の感情価との関連，及び，再評価の感情価と主観的気分との関連について明らかにす

ることであった.その結果，音楽の印象価のうち，力動性(重さ)の違いによる影響

が再評価に認められ，重いという印象の音楽を聴取したときには，ポジティブに再評

価された内容が多く引き出されていた.また，音楽の要素の中でも，特にメロディー

が好きであるとき，ポジティブに再評価された内容が多く引き出されていた.さらに，

力動性は気分との関係しており，軽いまたは重いという印象の曲では，爽快感や快活

感，親和感といったポジティブ気分が高いことが分かった.

また，再評価の感情価と自己への影響への気づきとの関係について検討したところ，

ポジティブな再評価の内容とネガティブな評価の内容では，自分にとってポジティブ

な影響があるという回答が多くなされていることが分かった.

音楽の特徴と回想の再評価との関連

本実験では，音楽の印象価の中でも，重い印象を受ける音楽では，ポジティブな再

評価が多く引き出されていた.重い印象を受ける音楽とは，テンポが速く軽快でリズ

ミカルな曲というよりも，テンポも遅くゆったりとした曲想の音楽であったといえる.
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第 3章では，テンポが遅くゆったりと静かな印象の音楽を聴いたときに再評価が多く

引き出されていたという結果が得られており，本章で認められた結果は類似した結果

であるといえる.

本研究の中では，参加者 13名中 8名が選択した曲のうち半数以上で重い印象の曲

を選択していた.音楽の好みには，楽曲のテンポと心拍といった個人の特徴が関係し

ているといわれている(Iwanaga， 1995).高齢者は，若年者よりも心拍がゆっくりとな

っているため，高齢者にはテンポがゆっくりとした重い印象を与える楽曲が好まれや

すいといえる.本研究において，重い印象を与える楽曲が再評価を促していたのは，

自らの好みが高い楽曲が選択されていたということも影響している可能性がある.

第 3章においても述べたように，加齢に伴って認知的な処理スピードが遅延し，そ

れに伴って自発的なテンポ (spontaneoustempo)も遅くなるといわれている

(Baudouin， Vanneste & Isingrini， 2004). これに従うと，高齢者の認知的な処理スピ

ードが遅いため，自発的なテンポがゆっくりであると考えられる.本章で用いた重い

印象の音楽は，テンポが比較的遅い曲が多かった.重い曲はテンポがゆっくりであっ

たため，高齢者の自発的なテンポと同調しやすかったとも考えられる.回想の際に再

評価を促す際には，認知的な処理スピードに伴う自発的なテンポの合うような，テン

ポの遅い重い印象の曲を用いることが適している可能性も考えられる.

さらに，音楽のメロディーが好きであるときに，ポジティブな再評価が多くおこな

われていた.ある曲が好きであるといっても，好まれる要素は歌詞の内容や音質など

あらゆる要素があげられる(加藤， 1998).本研究では，個人が好きな曲の中でも，歌

詞や歌手の声といった言語的な要素よりも，メロディーという音楽の要素を特に好む

場合に，再評価を促されていた.これは，音楽を用いたライフレビューをおこなうと

きに，個人がメロディーを特に好む曲を選曲することで，再評価を促せる可能性を示

しているといえる.

回想の再評価と気分との関連

ポジティブな再評価やポジティブな評価，ネガティブな評価といった感情価を伴う

評価では，同程度の懐かしさが高く生起されていたものの，ニュートラルな評価では

懐かしさがあまり生起されていなかった.これは，音楽によって懐かしさの生起を促

したとしても，回想される内容に感情価が伴っていなければ，懐かしさは低い状態に

なるということを示している.懐かしさの生起には，音楽によって感情価を伴う回想
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が引き出される必要があると考えられる.

懐かしさが生起された内容の中でも，ポジティブ評価とネガティブ評価では親和感

に違いが認められた.このことから，ポジティブな事柄に伴う懐かしさには親和感が

伴い，ネガティブな事柄に伴う懐かしさには親和感が伴わないという違いが存在する.

懐かしさがポジティプな状態なのかネガティブな状態なのかについては，先行研究の

見解が分かれていた (e.g.， Jackson， 1986; Kulish， 1989; Batcho， 1995). 本研究の

結果からは，懐かしさが生起している状態でも，伴っている事柄の感情価によって親

和感の違いが生じていると考えられる.懐かしさとともに親和感が生じているときに

はポジティブな状態であり，生じていない場合はネガティブな状態である可能性があ

る.先行研究での見解が一致していないのは，親和感の違いが影響していたと考えら

れる.

本研究では，ポジティブな再評価やポジティブ評価 ネガティブ評価の聞に気分の

差は認められず，同様にポジティブ気分が高く，ネガティブ気分が低い状態であった.

気分一致効果の観点から考えると，ポジティブな回想内容とポジティブ気分，または，

ネガティブな回想内容とネガティブ気分と関連していると考えられる.しかし，本研

究では，再評価の感情価の違いが認められたにも関わらず 気分に違いは認められな

かった.これは，回想内容へのポジティブな影響への気づ、きが影響していた可能性が

あるといえる.ポジティブな再評価とネガティブな評価においては，自分にとってポ

ジティブな影響があったという回答が多くなされていた.このことから，回想した内

容がネガティブな内容であっても，自分に対してポジティブな影響を与えた内容であ

ると評価する過程を含むことで，気分がポジティブに誘導されると考えられる.

【要約】

本章では r懐かしさ」を感じる音楽を手がかりとした回想を継時的におこなうこ

とによって，回想内容の評価と主観的気分との関係について明らかにすること，さら

に，音楽の特徴と回想内容に対する評価との関係について明らかにすることを目的と

して検討をおこなった.

高齢者 13名に対して，週に 1度または 2週に 1日のペースで， 1日2回セッショ

ン全 11.......12セッション(2ヶ月 .......3ヶ月;実験説明日を含め計 7日間)を実施した.

1回のセッションで 1曲を呈示し，その後半構造化面接をおこなった.音楽は幼少

期から成人期(昭和 50年代)に聴いた曲の中から本人が「懐かしいj 音楽として選
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曲した曲を用いた.回想後に主観的な気分を測定した.分析の結果，懐かしさを生起

させる曲の中でも，曲に対して「重いJという印象を強く感じるときには，ポジティ

ブに再評価された内容が多く引き出されていることや，音楽の要素(歌詞，歌手の声

など)の中でもメロディーが好きであるとき，ポジティブに再評価された内容が多く

引き出されていた.このことから，音楽の印象や特徴が，回想内容の再評価過程に影

響を与えており，ポジティブな再評価を促している可能性が示された.また，評価の

感情価によって気分の差はほとんどなく，ポジティブ気分は高くネガティブ気分が低

い状態であった.と同時に，ポジティフに再評価された内容やネガティブに評価され

た内容では，回想した内容は現在の自分に対してポジティブな影響を与えているとい

う評価が多かった.これらのことから，回想した内容がネガティブな内容であっても，

自分にとってポジティブな影響があったと評価することで，気分はポジティブに誘導

されることが分かった.
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第5章 音楽を用いた回想法の長期的な効果に関する研究

ライフレビューでは ポジティブな体験だけではなくネガティブな体験も回想する

ことが自己統合を促すために大切であると考えられる.告白研究の知見 (e.g.， 

Pennebaker， 1999)からは，ネガティブな体験は短期的にはネガティブ感情を引き起

こすが，長期的には心身の健康をもたらすとされている.このことから，ライフレビ

ューの心理的効果については，回想の評価と短期的な側面及び長期的な側面との関係

について検討する必要があるといえる.

また，ライフレビューにおいて，自己の統合を促すような構造化をおこなうために

は，各発達段階の自己体験を回想する必要があるといわれている (Haight& 

Burnside， 1993). 各発達段階の回想をおこなうためには，複数回の回想をおこない，

各発達段階の回想を促すことで精神的健康にどのような影響が認められるかを検討す

る必要がある.そのためには，あらゆる時代の音楽を用い，各発達段階の回想を促す

手続きをとるといった経時的な検討が必要である.

ライフレビューでは，精神的な健康の長期的な側面に影響を与えるのは，回想によ

って自己統合が促されるためであると考えられている (Haight& Dias， 1992). また，

この自己統合を導く回想の過程として，最も重要なのは回想内容に対する評価である

といわれている (Haight& Burnside， 1993). 評価の中でも，過去の経験に対してお

こなう再評価は高齢者の精神的健康と関連しているといわれている(野村・橋本，

2001).このことから，回想内容に対する再評価は，精神的健康の長期的な側面に影

響を与えるのではないかと考えられる.長期的な精神的健康と再評価との関係は，長

期的な指標の変化と回想内容の評価との対応関係を検討することによって明らかにす

ることができるのではないかと考えられる.

また，ライフレビューによる精神的健康の長期的な効果には，回想をおこなった直

後に認められる気分といった短期的な効果が影響している可能性も考えられる.

Pennebaker (1999)による知見からは，過去の体験を告白した後，一過的にはネガテ

イブな感情が高まったとしても，長期的には心身の健康が向上するといえる.このこ

とから，長期的な側面が改善した者と悪化した者とでは，短期的な効果である気分に

も違いがある可能性が考えられる.さらに，短期的な効果と長期的な効果との関係が

明らかにされることは，長期的な効果をもたらすために有効な短期的なアプローチも
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示すためにも大切なことであるとも考えられる.

そこで，本研究では，複数回のライフレビューを実施することで認められた精神的

健康の長期的な側面の変化と，回想内容の再評価の特徴や短期的な側面との関係につ

いて検討をおこなうこととした.

なお，本研究では，高齢者の長期的な精神的健康の測度として，高齢者の QOLに

関する先行研究に用いられている人生満足感，現在の生活満足感，意欲，不眠や欝状

態，社会活動障害の指標を用いて検討をおこなう.

【目的】

懐かしさの生起を伴う音楽を用いたライフレビューにおける，回想内容に対する評

価と精神的健康との対応関係，及び，懐かしさの生起を伴う音楽を用いたライフレビ

ューにおける短期的な効果と長期的な効果の関連を明らかにすることを目的とした.

さらに，発達段階の違いと回想内容の評価や気分との関係を明らかにするため，音

楽の年代と回想の評価及び気分との関連を検討することを目的とした.

【方法】

実験協力者，実験回数・期間，音楽刺激

第 4章と同様であった.

実験手続き

実験への参加に対する同意を文書で確認した後，次の①から⑥の順で実験をおこな

った.①その日の実験の流れを説明する.②気分評定をおこなう.③リストの中から，

音楽を 1曲選択④③で選択した音楽を聴く.⑤半構造化面接を受ける(第 4章と同様

の手続き).⑥気分評定をおこなう.なお，③~⑥を 1セッションとし. 1日に 1........2

セッションおこない. 6日間で計 11........12セッション繰り返した.1日目のセッション

をおこなう前と 6日目のセッションが終了後に，精神的健康の長期的側面に関する質

問紙評定をおこなった.質問紙への回答は，口頭でおこなった.最終日には，全セッ

ションで話した内容や得られた評定値などを，研究に使用することに対する同意を文

書で得た.
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測定指標と質問紙

人生に対する満足度，今現在の生活満足感，意欲，不眠や欝状態，社会活動障害の

程度を精神的健康の長期的指標とした.短期的指標としては，半構造化面接後直後の

主観的な気分の評定値を用いた.

使用した質問紙は Appendix2・1"""'2・5 に示す.人生満足度の指標として Life

Satisfaction Inventory-A (LSI-A; Neugarten， Havighurst & Tohin，1961)の短縮版

Life Satisfaction Inventory-Z (LSI -Z; Wood， Wylie & Sheafor， 1969) 13項目の日本

語訳(古谷野， 1996)，自己肯定意識尺度(平石， 1990)より抜粋した 6項目 (意欲，

生活満足感，各 2項目)，日本版 GHQ-28(中川・大坊， 1985)より抜粋した 9項目(不

眠・不安，うつ状態，社会的活動障害，各 2項目)を用いた.社会活動障害とは，社

会活動をおこなうことが困難であることを示す.

質問紙への回答は，実験者が口頭で尋ね，被験者はそれに対して口頭で回答した.

分析

回想内容に対する評価の分類

第 4章と同様であった.

精神的健康度の長期的な変化と回想内容に対する評価との関係

精神的健康の測度として用いた指標それぞれの実験実施期間前後に変化した値(終

了時の得点一開始時の得点)をもとに，主因子法プロマックス回転による因子分析を

おこなったところ， 3因子が抽出された(固有値=1.06，累積寄与率=78.7%).Tahle 5・1

に分析の結果を示す.各因子に含まれた指標から，第 l因子を現在に対する満足感，

第 2因子を活動意欲，第 3因子を人生に対する満足感と命名した.因子ごとに，得点

がポジティブ方向に改善した者と，得点がネガティブ方向に悪化した者の回想内容の

評価の特徴を比較するために，それぞれの評価の数に対しては Mann-WhitneyU検

定により因子ごとで比較をおこなった.
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Table 5・1精神的健康の長期的変化を示す指標の因子

分析の結果

因子

1 2 3 

生活満足感 0.738 -0.325 0.074 

意欲 0.723 0.351 0.132 

うつ状態 -0.507 -0.024 -0.007 

不安と不眠 0.302 0.781 -0.230 

社会的活動障害 -0.312 0.743 0.202 

人生満足感 0.150 -0.054 0.782 

精神的健康の長期的変化の違いごとでの評価と気分との関係

精神的健康の長期的な変化を示す因子(現在に対する満足感，活動意欲，人生に対

する満足感)ごとに認められた回想内容の評価において，回想後の気分に違いが認め

られるかを検討するため，各因子での回想の評価ごとの気分の得点に対して

Mann -Whitney U検定により因子ごとで比較をおこなった.

音楽の年代と回想内容に対する評価及び気分との比較

年代の異なる音楽(幼少期~昭和 50年代の曲)によって，回想内容の評価や気分

が異なるのかを検討するため，音楽の年代ごとの回想内容の評価の数と気分を比較す

るため，年代ごとの評価の数に対しては Fisherの直接確率法，気分の得点に対しては

Kruskal Wallisの検定をおこなった.
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【結果】

精神的健康の長期的変化と回想内容の評価との関連

Table5・2に，現在に対する満足感，活動意欲及び人生に対する満足感が改善した者

と悪化した者の回想内容の評価数と分析結果を示す.なお，活動意欲が改善も悪化も

しなかった者 1名と人生に対する満足感が改善も悪化もしなかった者 2名は，除外し

て分析をおこなった.また，人生に対する満足感が悪化した者では，ニュートラル評

価の内容が Oであったため，ニュートラル評価以外について統計による分析をおこな

った.

分析の結果，人生に対する満足感の改善した者と悪化した者において，再評価では

有意傾向(U=5.5，pく.1)，ポジティブ評価では有意差が認められた(u=0.0，pく.01). こ

のことより，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者より，過去よりもポジテ

ィブに再評価された内容が多く引き出される傾向にあることや，過去も現在もポジテ

ィブ評価されている内容が少なかったことが分かった.

現在に対する満足や活動意欲の評価においては，有意差は認められなかった

(U=10.5'"'-' 19.0， n.s.) 

Table精神的健康の長期的変化と回想内容の評価数の平均値と U値

人生に対する満足感 再評価 ポジティブ評価ネガティブ評価 ニュートラル評価 全体数

悪化した者(n=4) 1.3 5.5 1.5 0.0 11.8 

改善した者(n=7) 2.9 2.4 2.4 1.9 11.9 

U 5.5t 0.0.. 9.0 12.5 

大安 pく01，t P ぐ~1

精神的健康の長期的変化の違いにおける評価ごとでの気分

Table 5-3に，現在に対する満足感の変化における回想の評価ごとでの気分の得点

を示している.現在に対する満足感の変化の違いによって，再評価での爽快感，リラ

ックス感，快活感(U=39.0'"'-'48.0，pく.05)で有意差が認められた.さらに，ポジティブ

評価で爽快感，ネガティブ評価では爽快感と快活感で有意差が認められた.このこと

から，現在に対する満足感が悪化した者より改善した者の方が，過去よりもポジティ

ブな再評価がされた内容では爽快感やリラックス感，快活感，過去も現在もポジティ

ブ評価がなされた内容では爽快感が，ネガティブな評価がなされた内容では爽快感と

快活感といったポジティブ感情が，それぞれ高くなっていたことが分かった.
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Table 5・3現在に対する満足感の変化における回想内容の評価ごとでの気分の平均値と U値

現在に対する満足感 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

再評価時 悪化した者 66.9 53.8 61.5 15.8 

改善した者 87.9 81.8 84.7 12.6 

U 47.5** 48.0* 39.0* 88.0 

ポジティブ評価時 悪化した者 65.7 76.7 73.1 6.2 

改善した者 82.9 83.4 71.4 10.2 

U 190.0* 237.5 288.5 272.0 

ネガティブ評価時 悪化した者 63.8 64.4 51.3 15.0 

改善した者 83.4 75.3 76.9 12.8 

U 26.0* 45.5 23.5 * 55.0 

ニュートラル評価時 悪化した者 71.4 68.2 71.4 5.0 

改善した者 66.9 76.3 64.4 2.5 

U 39.0 31.5 35.0 37.5 

会 pく05，安安 pく01
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Table 5・4に，活動意欲の変化における回想の評価ごとでの気分の得点を示している.

活動意欲の変化の違いによって，ニュートラル評価での爽快感(U=9.0，pく.01)と，快

活感(U=6.0，p<.01)で有意差が認められた.このことから，過去も現在もニュートラ

ルな内容では，活動意欲が改善した者より悪化した者の方が，回想、後の爽快感と快活

感が高くなっていたことが分かった.

Table 5-4活動意欲の変化における回想内容の評価ごとでの気分の平均値と U値

活動意欲 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

再評価時 悪化した者 71.7 58.3 65.8 7.9 

改善した者 80.4 73.6 76.4 14.6 

U 63.5 63.5 55.5 76.5 

ポジティブ評価時 悪化した者 74.5 79.1 71.4 8.6 

改善した者 73.8 79.6 69.4 9.4 

U 264.0 265.5 271.0 260.0 

ネガティフ、評価時 悪化した者 70.0 53.6 59.3 15.0 

改善した者 82.3 77.7 69.0 9.3 

U 30.5 23.0 39.5 44.5 

ニュートラル評価時 悪化した者 78.5 74.0 78.5 5.5 

改善した者 54.4 65.0 51.9 2.5 

U 9.0** 27.5 6.0常食 33.0 

安 P<.05，合 *P <.01 
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Table 5・5に，人生に対する満足感の変化における回想の評価ごとでの気分の得点

を示している.人生に対する満足感の変化の違いによって，再評価での憂うつ感

(U=21.0， pく.05)と，ポジティブ評価での憂うつ感(U=101.0，pく.01).で有意差が認め

られた.このことから，過去よりもポジティブに再評価された内容と過去も現在もポ

ジティブに評価されている内容では，人生に対する満足感が悪化した者より改善した

者の方が，回想、後の憂うつ感が低かったことが分かつた.

Table 5・5人生に対する満足感の変化における回想内容の評価ごとでの気分の平均値と U値

人生に対する満足感 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

再評価時 悪化した者 84.0 70.0 70.0 30.0 

改善した者 83.8 81.0 81.0 10.0大

U 48.5 31.0 36.5 21.0 

ポジティブ評価時 悪化した者 78.0 79.5 75.7 13.9 

改善した者 76.0 83.3 69.3 1.5犬*

U 171.5 144.0 168.0 101.0 

ネガティブ評価時 悪化した者 80.0 75.0 70.8 15.8 

改善した者 77.4 72.9 67.9 12.9 

U 50.5 51.0 48.0 37.5 

*pぐ'.05，合女p<.01 
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音楽の年代の違いと回想の評価との関係

Table 5・6に，音楽の年代ごとでの回想の評価の数を示している.各回想の評価の

数を年代ごとで Fisherの直接確率法により比較したところ有意な確率は認められな

かった.このことから，音楽の年代によって，回想の評価が異なるとはいえないこと

が分かった.

Table 5・6音楽の年代別での回想の評価の数

音楽の年代 再評価 ポジティブ評価 ネガティブ評価 ニュートラル評価

幼少期 1 11 2 2 

10年代 5 9 9 5 

20年代 8 9 3 1 

30年代 6 6 5 3 

40年代 5 7 2 4 

50年代 3 7 3 4 

回想の評価ごとでの音楽の年代の違いと気分との関係

Table 5.7""""'10に，回想、の評価ごとで，音楽の異なる年代の気分の平均値を示して

いる.各回想の評価ごとで，音楽の各年代の気分を KruskalWallisの検定によって比

較した.なお，再評価においては，幼少期において 1名分のデータしかなかったため，

幼少期の値は除外し， 10""""'50年代の値で分析を行なった.

検定の結果，ニュートラル評価のリラックス感において有意差が認められた

(U=9.83， pく.05よこのことから，現在の近い年代の音楽よりも古い年代の音楽の方が，

ニュートラルな内容を回想したときにリラックス感が高いことが分かった.
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Table 5-7再評価における年代ごとの気分の平均値と H値

音楽の年代 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

幼少期 100 100 100 100 

10年代 90.0 90.0 82.0 6.0 

20年代 71.9 65.0 65.0 18.8 

30年代 78.3 65.0 73.3 5.0 

40年代 66.0 60.0 66.0 9.0 

50年代 85.0 62.5 85.0 5.0 

H 7.09 8.43 5.82 5.57 

Table 5・8ポジティブ評価における年代ごとの気分の平均値と H値

音楽の年代 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

幼少期 67.7 80.0 76.8 8.2 

10年代 70.0 75.0 63.3 18.3 

20年代 72.8 85.4 71.1 5.6 

30年代 78.3 74.2 80.8 6.7 

40年代 82.9 79.3 74.3 8.6 

50年代 86.4 86.4 70.7 2.9 

H 4.47 5.06 2.41 4.06 
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Table 5・9ネガティブ評価における年代ごとの気分の値と H値

音楽の年代 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

幼少期 55.0 65.0 60.0 25.0 

10年代 80.0 60.6 66.1 13.3 

20年代 76.7 83.3 66.7 6.7 

30年代 78.0 83.0 87.0 21.0 

40年代 87.5 82.5 50.0 15.0 

50年代 73.3 71.7 63.3 0.0 

H 3.63 4.55 3.37 3.90 

Table 5・10ニュートラル評価における年代ごとの気分の値と H値

音楽の年代 爽快感 リラックス感 快活感 憂うつ感

幼少期 7.0 85.0 95.0 90.0 

10年代 72.0 76.0 71.0 1.0 

20年代 75.0 75.0 50.0 0.0 

30年代 65.0 75.0 63.3 10.0 

40年代 71.3 67.5 75.0 0.0 

50年代 58.8 55.0 56.3 5.0 

H 2.36 9.83. 5.16 2.79 

合 P<.05 

【考察】

第 5章の目的は，懐かしさの生起を伴う音楽を用いたライフレビューにおける，回

想内容に対する評価と精神的健康との対応関係，及び，懐かしさの生起を伴う音楽を

用いたライフレビューにおける短期的な効果と長期的な効果の関連を明らかにする

こと，さらに発達段階の違いと回想内容の評価や気分との関係を明らかにするため，

音楽の年代と回想の評価及び気分との関連を検討することであった.

精神的健康の長期的側面を示す因子として，現在に対する満足感と活動意欲，人生

に対する満足感の 3因子が抽出されたため，各因子の変化の違いによって回想評価や

気分の比較を検討した.その結果，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に

比べて，過去よりも現在の方がポジティブに再評価された内容を多く回想する傾向に
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あることや，過去も現在もポジティブである内容が少なかったことが分かった.

また，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，過去よりもポジテ

ィブに再評価された内容や過去も現在もポジティブに評価している内容を回想したと

きに，憂うつ感が低かったことが分かった.現在に対する満足感が改善した者は悪化

した者に比べて，過去よりもポジティブに再評価された内容や過去も現在もポジティ

ブな内容及びネガティブな内容を回想したときに，爽快感や快活感，リラックス感な

どのポジティブ気分が高まっていたことが分かった.さらに，活動意欲が改善した者

は悪化した者に比べて，過去も現在もニュートラルな内容を回想したときに，爽快感

や快活感などのポジティフ感情が低かったことが分かった.

音楽の年代の違いにおいて，回想の評価によって気分が異なるのかを検討したとこ

ろ，過去も現在もニュートラルな内容を回想したときには，音楽の年代が古いほど，

リラックス感が高まっていたことが分かった.

精神的健康の長期的な側面と回想内容に対する再評価との関連

精神的健康を示す指標の中でも，特に人生に対する満足感においては，改善した者

と悪化した者との聞に，回想の評価の違いが認められた.このことから，回想法にお

いて，回想の評価が影響を与える精神的健康の側面は，特に人生に対する満足感であ

る考えられる.また，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者よりも特に経験

したときよりも現在の方がポジティブに再評価されている内容で有意な差が認められ

ていたことから，回想の評価の中でも過去よりもポジティブに再評価された内容が多

いことが人生満足感の向上を導く可能性が示されていたといえる.野村・橋本(2001)

は，ネガティブな体験をポジティブに再評価することは，心理的な適応度が高いこと

を示す可能性があることを述べている.本研究の結果は，野村ら(2001)の知見を支持

する結果といえる.

本研究の第 3章と第 4章では，懐かしさを伴う音楽はポジティブな再評価を引き出

し，ポジティブ気分の誘導に有効であるという，ポジティブな再評価と短期的な効果

との関連を明らかにしてきたが，本章の結果からは，長期的な効果を導くためには，

複数回の実施によって再評価された内容を引き出すことも重要であることが示された.

また，本章の結果では，過去も現在もポジティブな評価がなされている回想が多か

ったことが，人生に対する満足感の悪化を導く可能性が示された.記憶の想起内容と
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想起時の気分状態との関係について，気分一致効果の知見(e.g.， Eich & Metcalfe， 

1989)に従うと，本人にとってポジティブな体験を回想しているときにはポジティブ

な感情を高めることにつながると考えられる.本研究においても，回想の評価と気分

との関係をみたところ，人生に対する満足感が悪化した者でも改善した者でも，ポジ

ティブ評価の内容を回想した時には ポジティブ気分が同じように高まっていた.こ

のように，ポジティブな体験に関する回想内容は短期的にはポジティブな感情を高め

るといえる.しかし，ポジティブな体験ばかりを多く回想し，ネガティブであった体

験をあまり想起しないということは 人生に対して満足感を高めることにつながらな

いということが研究の結果からいえる.

Erikson， Erikson and Kivnick (1986)は，高齢者に対するインタビューから得た会

話内容をもとに，人生を振り返ることによって過去の経験全てを再認識し，受容する

ことが高齢者の自己統合を促すために重要であると述べている.本章では，人生に対

する満足感が悪化した者はポジティブな体験に偏って多く回想しており，過去の経験

の全てを再認識するということができなかったのではないかと考えられる.それに対

して，改善した者はネガティブな体験であってもそれに対してポジティブな評価を加

えた再評価をするという過程を経ることで，経験の再認識や受容のプロセスが促され，

その結果，自分の人生に対しての満足感が高まったのではないかと考えられる.

また，本章の結果から，高齢者の精神的健康の長期的な側面を示す指標の中でも，

人生に対する満足感がライフレビューの影響を最も受ける可能性が示された.長期的

に変動していくと考えられる精神的な健康の指標には，今回用いたような現在の生活

に対する評価や今後の生活に対する意欲などを示す指標もあるが，過去を思い出し，

自分の体験したことについて評価をおこなっていくというライフレビューの影響を受

けて変動をするのは，人生全体に対する評価である可能性が示されたといえる.この

ことから，ライフレビューは高齢者の人生に対する評価を高めていくためのアプロー

チとして，特に有効な方法であると考えられる.

精神的健康の長期的な側面と短期的側面との関連

現在に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，回想後のポジティブな気

分が高かった.また，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者より，回想後の

ネガティブ気分が低かった.このように，回想直後の気分といった回想法の短期的な
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効果は，長期的な側面の変化と関連しているといえる.本研究で示された結果から，

回想後にポジティブ気分が高いことは現在の自分の満足度を高く評価することにつな

がり，さらに，回想後にネガティブ気分が低いことは過去から現在までの人生全体を

満足したものであると評価することにつながっていると考えられる.このように，短

期的な効果を示すと考えられる気分は，長期的な効果を予測するために重要であると

いえる.

本研究で示された結果は，ポジティブ気分を回想により高めることにより，長期的

にも精神的健康を高めることにつながったということを示している.この結果は，

Pennebaker{199Uのネガティブな体験を開示することが一時的にはうつ状態を高め

たとしても，長期的には心身にポジティブな影響を及ぼすという知見を支持する結果

とはいえないと考えられる.本研究では，ネガティブな評価が回想されたときにも，

長期的な健康度が高まった人は，短期的にもポジティフな気分状態を示していた.こ

のような結果の矛盾は，研究対象の年齢と回想された内容の体験時期が影響している

可能性がある.Pennebaker{I99I}の研究対象は大学生であり，開示された体験は幼少

期から開示した時に近い時期に経験したものであった.それに対して，本研究では対

象が高齢者であり，回想された内容は幼少期から今から 20年前頃に経験したものが

ほとんどであった.このように，体験してから開示や回想するまでの期間が長いこと

で，その体験を再評価する機会が多かった可能性も考えられ，この点については今後

検討する必要があるといえる.

音楽の年代の遣いと回想法の短期的効果との関係

本研究では，各発達段階の回想を促すため，幼少期から昭和 50年代頃までに聴い

ていた音楽を用いた.幼少期から昭和 30年代頃の曲では，昭和 40年以降の曲よりも，

ニュートラルな内容を回想した際にリラックス感が高まっていることが示され，使用

する音楽の年代の違いによって，ライフレビューの短期的効果が異なることが示され

た.このことから，高齢者にとっては，自分が若い頃に聴いた音楽ほど，感情価を伴

わないような内容が引き出され，リラックスした状態となると考えられる.

ライフレビューに用いる懐かしさを生起させる音楽の中でも，年代が異なる音楽を

使用することによって，引き出される評価と気分との関係が違うことが示されたとい

え，使用する音楽の年代もライフレビューでは考慮する必要があると考えられる.
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【要約】

本章では，懐かしさの生起を伴う音楽を用いたライフレビューにおける，回想内容

に対する評価と精神的健康との対応関係，及び，懐かしさの生起を伴う音楽を用いた

ライフレビューにおける短期的な効果と長期的な効果の関連を明らかにすること，さ

らに発達段階の違いと回想内容の評価や気分との関係を明らかにするため，音楽の年

代と回想の評価及び気分との関連を明らかにすることを目的として検討をおこなっ

た.

手続きは第 4章と同様であった.測定指標は セッションごとの主観的な気分の変

化と，全セッションの前後での，自己受容，意欲，人生満足感，不安と不眠・欝症状・

社会活動障害であった.

精神的健康の長期的側面を示す因子として，現在に対する満足感と活動意欲，人生

に対する満足感の 3因子が抽出されたため，各因子の変化の違いによって回想評価や

気分の比較を検討した.その結果，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に

比べて，過去よりも現在の方がポジティブに再評価された内容を多く回想していたこ

とや，過去も現在もポジティブである内容が少なかったことが分かった.

また，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，過去よりもポジテ

ィブに再評価された内容や過去も現在もポジティブに評価している内容を回想したと

きに，憂うつ感が低かったことが分かった.現在に対する満足感が改善した者は悪化

した者に比べて，過去よりもポジティブに再評価された内容や過去も現在もポジティ

ブな内容及びネガティブな内容を回想したときに，爽快感や快活感，リラックス感な

どのポジティブ気分が高まっていたことが分かった.さらに，活動意欲が改善した者

は悪化した者に比べて，過去も現在もニュートラルな内容を回想したときに，爽快感

や快活感などのポジティブ感情が高まっていたことが分かった.

音楽の年代の違いにおいて，回想、の評価によって気分が異なるのかを検討したとこ

ろ，過去も現在もニュートラルな内容を回想したときには，音楽の年代が古いほど，

リラックス感が高まっていたことが分かつた.

本章の結果から，ライフレビューによる精神的健康の変化と回想内容の回想内容の

評価との聞には関連性があり，また，短期的な効果である気分は長期的な効果の予測

につながることが示された.さらに，使用する音楽の年代により，回想の評価と気分

との関係が異なることも示された.

72 



第6章 総合考察

第6章 総合考察

1. 結果の総括

音楽を用いた回想法は，高齢者の QOLを向上させる方法として福祉の現場で広く

用いられている方法である.しかし，音楽と回想及び高齢者の精神的健康との関係に

ついてのメカニズムは明らかにされておらず，経験則による音楽の選択や手続きがと

られているのが現状である.そのため，呈示された音楽によって回想が引き出されな

い場合や，音楽が引き出した回想内容によって高齢者が心理的に不安定になる場合な

ど，問題が生じることもある.このような問題を生じさせないためには，音楽と回想

される量や内容との関係や，音楽による回想が精神的健康に与える影響についての実

証的な見解に基づいて，音楽を用いた回想法をおこなう必要がある.

回想、法は，一般的回想とライフレビューに分類される.中でもライフレビューは，

回想の過程において構造化と評価を促すことによって，自己統合を導く方法であると

いわれている(Haight& Burnside， 1993).音楽を用いて自己統合へつなげる回想をお

こなうためには，ただ回想を引き出すだけではなく，音楽によって構造化と評価を促

す必要がある.過去に親しんだものを見たり聴いたりすることをきっかけとして生起

する，懐かしさという状態は，構造化に必要な自伝的記憶の想起や評価に必要な記憶

内容に対するポジティブ評価に関係しているといわれている.このことから，音楽に

よって構造化や評価といった回想の過程を促すためには，音楽により懐かしさを生起

させる状態へと誘導することが重要なのではないかと考えられる.

本研究では，音楽を用いたライフレビューの有効性を検討することを目的とした.

音楽と回想の過程及び高齢者の精神的健康との関係について明らかにするために，第

2章から第 5章で実証的な検討をおこなった.以下に各章の結果をまとめる.

第 2章では，音楽による懐かしさの生起と自伝的回想及び気分との関係について検

討した.検討の結果，聴取した曲に対する関心が高く，発言した内容が自己と関連が

強いときに自伝的な回想が多く引き出されていたことが示された.また，懐かしさを

生起させる曲では自伝的な内容が，統制曲では音楽の印象や気分・歌手に関する内容

が，最も多く引き出されていた.さらに，音楽により自伝的な回想が引き出されたと

きには，ポジティブ感情が向上することが示された.この結果により，高齢者本人の

関心が高く，また，懐かしさを強く生起させる曲によって，ライフレビューの構造化
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に必要な自伝的回想が引き出され，さらに，自伝的な回想が引き出されたときにはポ

ジティブ気分が誘導されることが明らかにされた.

第 3章では，音楽による懐かしさの生起と回想の評価及び気分との関係について検

討した.検討の結果，懐かしさを生起させる音楽では，自伝的な回想、が多く引き出さ

れていること，さらに，懐かしさを生起させる音楽の中でも，ゆったりした静かな印

象の音楽では，回想した内容に対してポジティブな再評価が多くなされることが示さ

れた.さらに，懐かしさを生起させる音楽を用いた場合には，回想前後でポジティブ

感情が高まることが示された.この結果により，懐かしさを生起させる曲で，かつ，

ゆったりした静かな印象の曲を用いることによって，ライフレビューにおいて最も重

要といわれる回想の再評価が促されるとともに，ポジティブ気分が誘導されることが

明らかにされた.

第4章では，第 2章と 3章で心理的効果が明らかにされた懐かしさを生起させる曲

を用い，個人に対して複数回おこなうことによって，音楽と回想の評価及び気分との

関係について検討した.検討の結果，懐かしさを感じる曲の中でも， r重い」という印

象を強く感じている曲は，ポジティブに再評価された内容が多く引き出されているこ

とや，音楽の要素(歌詞，歌手の声など)の中でもメロディーが好きであるとき，ポ

ジティブに再評価された内容が多く引き出されていた.このことから，音楽の印象や

特徴が，回想内容の再評価過程に影響を与えており，音楽の特徴を考慮することでポ

ジティブな再評価を促すことが可能であるということが明らかにされた.

第 5章では，第 2章と 3章で心理的効果が明らかにされた懐かしさを生起させる曲

を用い，個人に対して複数回おこなうという経時的な手法によって，回想の評価と精

神的健康の長期的指標との関係について検討した.また，音楽を用いたライフレビュ

ーの短期的効果と長期的効果との関連について検討した.検討の結果，精神的健康の

長期的側面を示す因子として，現在に対する満足感と活動意欲，人生に対する満足感

の3因子が抽出されたため，各因子の変化の違いによって回想評価や気分の比較を検

討した.その結果，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，過去よ

りも現在の方がポジティブに再評価された内容を多く回想していたことや，過去も現

在もポジティブである内容が少なかったことが分かった.

また，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，過去よりもポジテ

ィブに再評価された内容や過去も現在もポジティブに評価している内容を回想したと
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きに，憂うつ感が低かったことが分かった.現在に対する満足感が改善した者は悪化

した者に比べて，過去よりもポジティブに再評価された内容や過去も現在もポジティ

ブな内容及びネガティブな内容を回想したときに，爽快感や快活感，リラックス感な

と、のポジティブ気分が高まっていたことが分かつた.

さらに，音楽の年代の違いにおいて，回想の評価によって気分が異なるのかを検討

したところ，過去も現在もニュートラルな内容を回想したときには，音楽の年代が古

いほど，リラックス感が高まっていたことが分かった.

以上の結果をふまえ，次の 2節では，音楽と回想、との関係，さらに音楽を用いたラ

イフレビューにおける回想の過程に認められた回想内容と評価との関係を説明するメ

カニズムについて考察し，第 1章で示したモデルの修正と妥当性について述べる.

2.音楽と回想及び高齢者の精神的健康との関連

本節では，本研究での結果をもとに，音楽と回想及び精神的健康との関連性につい

て考察し，音楽を用いたライフレビューの有効性を説明するモデルを提案する.

2.1.音楽と回想との関連

ライフレビューにおける音楽の有効性を示すためには，音楽が回想の構造化や評価

に与える影響を明らかにする必要がある.本研究では，音楽によって回想に働きかけ

るために，懐かしさの生起を促した.その結果，音楽で懐かしさが生起されると，構

造化に必要な自伝的な回想が引き出され，評価において重要な回想内容に対する過去

よりもポジティな再評価を促すことが可能であることが示された.また，懐かしさが

生起する音楽の中でも，音楽の印象や好みといった音楽に対する主観的な評価によっ

て，ポジティブな再評価が促進されることが示された.

2-1・1.音楽と回想内容との関連

回想、法を行なう際に，音楽を用いることで自分が経験した内容つまり自伝的な内容

が，スムーズに引き出されやすいということは，高齢者を対象とした音楽療法や回想

法に関する研究において事例的に示されている (e.g.，高橋， 1996). しかし.どのよ

うな音楽が自伝的な回想を促すのか，また，音楽によって回想を促すことが高齢者の

精神的健康を向上させることにつながるのか，といった音楽と回想内容及び精神的健
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康との関連については，これまで明らかにされてこなかった.

本研究の結果からは，高齢者本人が昔聴いたことのある曲で，懐かしいと感じる曲

が自伝的な内容についての回想を増加させること，さらに，音楽によって自伝的な内

容が回想された時にはポジティブな気分が向上するという回想の短期的効果がもたら

されることが明らかにされた.

音楽と回想内容との関係については，いくつかの先行研究で検討されているが(e.g.，

Wylie， 1990)，音楽選択や回想内容の分類に関して問題があり，音楽と回想内容との

関係が明らかになっていなかった.本研究では，本人の好みや年齢を考慮した楽曲を

使用したり，回想内容の分類のためのカテゴリ一決定の際に回想内容そのものを反映

させる方法を用いたりして，音楽に対する高齢者本人の主観的な評価と回想内容との

関係を明らかにすることができた.本研究の結果からは，ライフレビューに懐かしさ

を生起する音楽を使用することが，自伝的な内容を引き出すために有効であり，また，

音楽で自伝的な内容を引き出すことが短期的にもポジティブ気分を向上させるといえ

る.

2・1-2. 音楽と回想内容に対する評価との関連

これまで多くの先行研究で，自伝的な回想を引き出し，回想内容に対して再評価を

促すことが重要であることが指摘されてきた (e.g.，野村・橋本， 2001).しかし，この

ような回想を導くために，どのような働きかけが有効であるのかということまでは，

明らかにされてこなかった.ライフレビューにおいては，過去を思い出し回想を引き

出すための働きかけとして音楽は使用されてきたが，自伝的な回想を引き出すため条

件や再評価との関連については注目されてこなかった.本研究では，刺激の中でも音

楽は，懐かしさを伴うことで，回想全体に影響を与えることができ，自己統合に大切

な自伝的回想や再評価を促す刺激となることが示されたといえる.また，懐かしさを

伴う音楽でも，にぎやかな印象の音楽よりゆったりした静かな印象の音楽，また，重

い印象の音楽が，過去よりもポジティブな再評価を促しやすいことが明らかとなり，

音楽に対する印象といった主観的な評価がポジティブな再評価に影響を与える可能性

が示されたといえる.

これまでの記憶研究においては，音楽と記憶の想起との関係について，気分一致効

果による説明が多くおこなわれてきた.暗い印象の音楽を聴いたときにはネガティブ
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な感情価をもった記憶を想起するといったように，音楽によって引き出された気分と

一致した感情価の記憶が想起されるといわれていた (e.g.，Thaut & de I'Etoile， 1993). 

しかし，本研究の結果から，音楽の印象と想起内容の感情価の関係は，音楽が懐かし

さを伴う場合には，従来の知見の結果は当てはまらないと考えられる.本研究では，

懐かしさを生起する音楽のうちゆったり静か又は重い印象の音楽は，過去経験したと

きにネガティブであっても現在はポジティブに再評価されているという内容を多く引

き出していた.このように，音楽による懐かしさの生起と回想内容に対する再評価と

いう新たな視点を加えることで，音楽とライフレビューに重要な再評価との関係性が

示されたことは，ライフレビューにおける音楽の有効性を示す上で重要な点であると

いえる.

以上のことから，音楽により懐かしさが生起し，自伝的な回想とポジティブな再評

価が促されるという関係性は実証されたと考えられる.さらに，音楽の印象がポジテ

ィブな再評価を促すという関係性が新たに示されたといえる.

2-2. 音楽を用いたライフレヒ、ユーにおける回想と精神的健康との関連

ライフレビューの最終的な目標は 高齢者の精神的健康を向上させることである.

本研究では，音楽を用いたライフレビューの効果について，精神的健康の短期的な側

面を気分で，長期的な側面を現在に対する満足感と活動意欲及び人生に対する満足感

で検討した.第 2章から 4章の結果からは，音楽により懐かしさが伴ったライフレビ

ューをおこなうことで，快活感や親和感などのポジティブ気分が向上することが明ら

かにされ，精神的健康の短期的側面への有効性が示された.一方，このような一時的

な反応である気分と長期的な変動を示す指標との関連を検討したところ，ポジティブ

な気分が高い状態となるライフレビューを繰り返すことによって，長期的には現在に

対する満足感や活動意欲が改善されることが第 5章の結果によって示され，精神的健

康の長期的側面への有効性が示された.

また，音楽によって引き出された回想内容の評価と精神的健康との関連性も明らか

になった.精神的健康の短期的な指標である気分については，懐かしさや音楽の特徴

が影響を与える要因となっていたが，長期的な指標については，音楽によって引き出

された回想の評価が影響を与えていたことが示された.長期的な効果の中でも，人生

に対する満足感の向上につながるのは，ネガティブな体験を過去よりもポジティブに
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再評価するという回想を多く行なった場合である可能性が示された.

これまで，音楽を用いたライフレビューが長期的な精神的健康の向上につながるこ

とを示した研究は存在していたものの (e.g.，Bennett & Maas， 1988)，そのメカニズ

ムに関する知見はほとんどなかった.本研究の結果からは，音楽を用いた回想をおこ

なったときのポジティブ気分の生起といったライフレビューの短期的な効果は，精神

的健康の中でも現在の満足感や活動意欲という現在の生活に対する評価を向上させる

ことにつながっているといえる.また，音楽により引き出された回想内容に対する再

評価をおこなうことは 人生に対する満足感といった人生全体の評価を向上させるこ

とにつながっているといえる.このことから，音楽を用いたライフレビューによって

影響を受けた気分は現在の生活の主観的な評価の向上につながり，さらにライフレビ

ューにおける回想の評価は人生全体の評価の向上につながると考えられる.音楽を用

いたライフレビューは，精神的健康のあらゆる側面に働きかけることが可能である方

法であることが示されたといえる.

以上のことから，第 1章で示した想定モデルのうちの，懐かしさを伴う音楽が回想、

に影響を与えることで 精神的健康に影響が及ぶという関係性は実証されたと考えら

れる.

2-3. 音楽を用いたライフレビューによる精神的健康の向上を説明するモデルの検討

本研究での結果に基づいて，音楽と回想及び高齢者の精神的健康との関連を

Figure 6-1に示す.

音楽と回想の過程との関係については，音楽による懐かしさの生起が，自伝的な回

想やポジティブな再評価を引き出すといえる.また，音楽への関心や好みが高いと自

伝的な回想が引き出され，音楽の印象価である力動性の程度が高いとポジティブな再

評価が促されるといえる.

音楽による回想と精神的健康との関係については，短期的な側面と長期的な側面か

ら考えられる.短期的側面である気分において，音楽による懐かしさの生起を伴う回

想がポジティブ気分を高めるといえる.長期的な側面である人生に対する満足感につ

いては，回想によってネガティフ気分が低い状態で維持されれば，改善が促されると

いえる.現在に対する満足感や活動意欲については，回想によって，ポジティブ気分

が高い状態に誘導されれば，改善が促されるといえる.また，人生に対する満足感は，
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過去よりもポジティブに再評価された内容を多く引き出されれば，改善するといえる.

本研究によって，音楽と回想さらに精神的健康への影響までの一連のメカニズムが

明らかとなったといえる. Figure6・1に示された過程は，検討結果によって実証され

たものであり，妥当性が高いと考えられる.

音楽 | ゆったりとした静かな重い印象 | 

「懐かしさ」の生起

回想

自伝的回想の増加 回想内容に対するポジティブな再評価の促進

精神的健康の短期的側面 J 

ポジティブ気分の生起 I : 

合..............................................τ 占
反復 "・・・コ・

精神的健康の長期的側面 ヌf
現在に対する満足感の向上 人生に対する満足感の向上

Figure 6・1音楽を用いたライフレビューが精神的健康に影響を及ぼす過程

79 



第6章 総合考察

3.本研究で示された結果の臨床応用性

本研究で示された結果は，音楽を用いたライフレビューにおける音楽の選択基準と

精神的健康を向上させる介入方法を提案することにつながると考えられる.

3-1.ライフレビューにおける音楽の選択基準

回想法における刺激の有効性について言及した研究は，これまでほとんどなく(野村，

2000)，刺激の選択はセラピストの経験則に頼っておこなわれてきた.音楽を用いる

場合にも同様であり，年齢や生活暦などの情報からセラピストが判断し，音楽が選択

されてきていた.しかし このような選択方法は，音楽が回想を引き出すきっかけと

して用いられているに過ぎず，自伝的な内容を引き出したり，再評価を促したりとい

ったような回想の過程に音楽がどのような関係性をもっているのかは考慮されていな

かった.本研究では，このような問題を解決するため，音楽と回想との関係性につい

て検討してきた.本研究で，得られた結果をもとに，以下に臨床における音楽の選択

基準を提案する. Table 6-1には，回想、法の目的に合った音楽の選択方法について示

す.

音楽による懐かしさの生起と回想との関係を示した本研究の結果からは，昔聴いた

ことのある曲の中でも，高齢者本人が懐かしいと強く感じる曲を選択することで，自

伝的な回想やポジティブな再評価を促すことができるといえる.また，音楽の主観的

な評価と回想との関係を示した結果からは，自伝的な回想、を促すためには，セラピス

トが回想を促そうとする時代の曲で，高齢者本人が懐かしさを感じる曲でかつ好きな

曲を呈示することが有効であるといえる.さらに，曲の特徴として，にぎやかな明る

い曲よりもゆったりとした静かな曲や重い印象を与える曲を使用することで，回想し

た内容に対する過去よりもポジティブな評価を促すことができるといえる.これらの

ことから，高齢者の好みや関心が高い曲や曲に感じる印象を事前にアセスメントして

おくことで，ライフレビューを実施する際に自伝的な回想と再評価を導くことが可能

となるといえる.
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Table 6・1回想法における音楽の選択基準

目的 音楽の条件

聴取経験 好み 懐かしさ 印象

回想のきっかけをつくる 有

自伝的な内容を回想する 有 宅田~ 高

回想内容に対するポジティブ、な
有 高 ~古i

ゆったり静か
再評価を促す 重い

ポジティブ‘な気分へ誘導する 有 高 高

3-2. 精神的健康の向上を促す介入方法としての有効性

音楽を用いた回想法において，音楽が回想を多く引き出すことで他者とのコミュニ

ケーションが増加することは示されてきた (e.g.，Asida， 2001).しかし，音楽を用い

た回想法では，どのような要因が精神的健康と関連しているかといったことまでは，

明らかにされてこなかった.このため，臨床実践での音楽の使用に関しては，実証に

基づいた方法がとられていない.そこで，本研究では，音楽を用いた回想が個人の精

神的健康を向上させるための要因として 懐かしさの働きに注目して検討した.結果

では，音楽を用いて懐かしさを強く生起させることで，自伝的な内容の回想とポジテ

ィブな再評価が促され，気分がポジティブに誘導されることを示した.このことから，

臨床において，高齢者自身が懐かしさを感じる曲を使用することで，ポジティブ気分

を向上させることができるといえる.

さらに，音楽によって促される回想内容の評価と精神的健康の関連性に関する結果

からは，回想内容の評価によって導かれる健康度の変化を予測可能であるといえる.

回想内容の評価と気分との関係に関する結果からは，回想内容に対する評価のうちポ

ジティブな再評価が促されている場合には，気分がポジティブに誘導されていると判

断できるといえる.さらに，複数回ライフレビューを実施したときの回想内容の評価

と精神的健康との関連性を示した結果からは，引き出される回想内容の評価により，

精神的健康の変化を予測可能であるといえる.このため，複数回ライフレビューを実

施するときには一回一回のライフレビューで認められた回想内容の評価について記録

し，その推移を把握しておくことで，長期的な効果を予測できる.そのため，推移が

ネガティブな効果を導くものであれば，ポジティブな効果をもたらし得る回想内容を
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導く手続きをとるといった工夫をおこなうこともできる.

また，個々の高齢者の心理的な問題を考慮し，目標設定をおこない，それにあわせ

て音楽を用いたライフレビューをおこなうことも可能であるといえる.例えば，一時

的に気分を改善することを目標とするときには，音楽により懐かしさを生起させ，ポ

ジティブな再評価が促す方法を用いることが有効であるといえる.不安症状や抑うっ

といった問題を抱える高齢者に対しては，憂うつ感を感じないような，ポジティブな

内容やニュートラルな内容を引き出すライフレビューを複数回おこなっていくことが

大切であるといえる.

以上のことから，音楽を用いたライフレビューは，心理療法として応用性の高い方

法として使用することができるといえる.

4.本研究の問題点と今後の検討課題

本研究の問題点としては，回想の過程における構造化についての検討が不十分で、あ

る点，精神的健康の長期的な効果に対する音楽の影響が明らかになっていない点，が

主にあげられる.

4・1.回想の過程における構造化についての検討

回想の過程に関して，本研究では自伝的な回想と再評価に重きをおいて検討した.

中でも，自伝的な回想は，あらゆる時代の回想を促すことが構造化を導くために必要

であるといわれているというという知見 (Haight& Dias， 1992)を受け，自伝的な回

想を引き出すための要因の検討をおこなってきた.しかし，回想によって自己統合を

促すためには，過去を思い出し，共通点のない多くの要素を一緒に織り込み，これら

バラバラのものを意味明瞭な全体へと統合するという過程が重要であるといわれてい

る (Erikson，Erikson & Kivnick， 1986). つまり，過去の経験や出来事といった回想

が引き出された場合，前後の経験との関係や，その後の自分さらには現在の自分へと

連続性をもって語り，統合していく過程が構造化には必要なのではないかと考えられ

る.本研究では，構造化に必要なある時期の自伝的な内容が引き出されるということ

に留まっており，構造化していく過程までは明らかになっていない.

また，本研究では，ポジティブな再評価がなされた回想内容はポジティブな気分を

誘導するために大切であることが明らかにされた一方で，ネガティブな評価やポジテ

82 



第6章 総合考察

ィブな評価がなされた回想内容は人生満足感や抑うつ状態といった長期的な指標にポ

ジティブな影響を与える可能性も示された.Erikson. Erikson and Kivnick (1986)は，

過去の経験の全てを肯定的に受容していくことが高齢者にとって重要なのではなく，

肯定的な評価や否定的な評価をおこなうことで，経験したことを再認識し受容するプ

ロセスこそが自己統合につながっていると述べている.ライフレビューにおいては，

再評価された内容やネガティブな内容，ポジティブな内容など様々な評価がなされた

内容を統合していく構造化が自己統合に重要であり，長期的な心理的効果を生む可能

性もある.

今後は，回想内容に認められる経験の連続性や回想内容の統合化を考慮し，自己統

合を導く構造化と長期的な心理的効果との関係について検討していく必要がある.

4・2. 精神的健康の長期的な効果に対する音楽の影響

本研究では，音楽により懐かしさを生起させることで気分といった短期的な心理的

効果を及ぼすことが可能であることが明らかにされた.また，このような短期的な効

果が長期的な効果に関係することや，音楽によって影響を受けた回想内容の評価が長

期的な効果に関係することが明らかにされた.しかし，本研究の結果では，長期的な

効果に関して，音楽の直接的な影響を受けているとはいえない.

第 5章において，長期的な効果に関する検討をおこなったが，ここでは，第 2章か

ら 4章までで明らかにした，音楽と回想や気分との関連を前提に検討をおこなった.

長期的な効果の認められ方の違いによって，回想内容や長期的な効果との関連を示し

たが，音楽と長期的な効果との関連性については明らかにされていない.

今後は，音楽の特徴や選択の順序などを考慮し，音楽を用いることでの効果につい

て，統制群を設けた検討や多重ベースライン法などといった実験手法を用いることで，

検討していく必要があるといえる.

5.今後の展望

高齢者に対する心理的なアプローチは，社会的に今後益々需要が増してくると予測

される.福祉や医療での臨床現場や家庭など，社会全体で高齢者を支えていく時代と

なった今，心理学的な基礎研究の蓄積とともに，その応用性が重要な課題といえる.

科学的なデータに基づく，有用性の高い介入方法の開発が期待されているのである.
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音楽を用いた回想法の試みは，現在広くおこなわれている方法であり，より効果的

な手法の開発が求められている.今後は，本研究で示された実証的な知見を，臨床で

応用していくための働きかけや，応用した際の有効性をさらに検討していくことも必

要になると考えられる.

高齢者は長い年月を通して様々な経験をしており，個人特性や生活スタイルなどの

個人差が存在している.そういった高齢者の属性の違いは 心理的なアプローチの効

果を大きく左右するものとなるといえる.例えば，身体的な特性の一つである痴呆は，

アプローチ方法が認知的な負荷の高いものであるときに，その効果に影響を与えるで

あろう.生活スタイルや環境の変化においても同様のことがいえる.高齢者一人ひと

りの属性を把握し，個人に適したアフローチ方法を提供していくことが大切であると

いえる.今後さらに，音楽を用いた回想法の応用性を高めていくためには，高齢者の

属性との関係性を検討していくことが必要であると考えられる.

【要約】

本章では，第 2章から第 5章までをまとめ，音楽と回想及び高齢者の精神的健康の

関係に関するメカニズムと臨床への応用可能性について考察した.

第 2章から第4章の結果から，音楽の印象や音楽によって引き起こされる感情，高

齢者が好む音楽の要素が，回想量や回想内容，回想内容に対する評価に影響している

ことが分かり，音楽聴取が回想の量的・質的側面に影響することが明らかにされた.

第2章から第 5章の結果からは，音楽によって影響を受けた回想内容が主観的な気分

に影響することや，個人の回想内容に対する評価の特徴が人生に対する満足感の変化

に関連していることが明らかとなった.これらの結果から，音楽が回想の量的・質的側

面を決定する要因となり，さらに音楽によって影響を受けた回想が精神的健康へ影響

するという一連のメカニズムが示されたと考えられる.

本研究により明らかにされた，回想を引き出す音楽の特徴や精神的健康の維持や向

上につながる回想の特徴は，音楽を用いたライフレビューを行なう際の音楽の選択方

法や回想の促し方などへ，応用することができると考えられる.

以上により，音楽を用いたライフレビューは，高齢者の精神的健康の維持・向上に

有効であることが示された.
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本論文の要約

第1章音楽を用いた回想法における問題点と本研究の目的

近年，高齢者を対象とした施設や医療機関では，高齢者の精神的な健康の維持・向上を

めざして，様々な心理療法が行われるようになってきている.中でも，音楽療法は特に普

及している方法の一つで、ある.

高齢者の音楽療法では，高齢者にとって親しみ深い曲を用い，聴取や歌唱を通して回想

を促し会話を進めていくという，音楽を手がかりとした回想法が広く実施されている.し

かし，音楽は回想を促すために有効であるといわれているものの，音楽と回想及び高齢者

の精神的健康との関係についてのメカニズムは明らかにされていないため，経験則による

音楽の選択や手続きがとられているのが現状である.呈示された音楽や回想内容によって

は，高齢者が心理的に不安定になる場合もあることから，音楽と回想される量や内容との

関係や音楽による回想が精神的健康に与える影響について明らかにすることが大きな課題

であるといえる.

本研究では，音楽を手がかりとした回想法の有効性を検討することを目的とした.音楽

と回想との関係及び高齢者の精神的健康との関係について明らかにするために，第 2章か

ら第 6章で実証的な検討をおこなった.第 2章では，音楽の特徴と回想内容との関係，さ

らに回想内容と気分(精神的健康の短期的側面)との関係について検討した.第 3章では，

音楽を手がかりとした回想時における感情状態が回想内容に対する評価と気分に与える影

響について検討した.第 4章では，継時的な測定によって，音楽の特徴と回想内容に対す

る再評価及び高齢者の気分との関係について検討した.第 5章では，回想内容に対する再

評価と高齢者の主観的満足感や自己評価(精神的健康の長期的側面)との関係，さらに，

回想内容の変化と主観的満足感や自己評価との関係，について検討した.第 6章では，第

2章から第 5章までの結果をまとめ，音楽を手がかりとした回想と精神的健康との関係性

に関するメカニズムと臨床的な応用性について考察する.

第2章 音楽と回想肉容との関係及び音楽を用いた回想法の短期的な効果との関係に聞す

る研究

第 2章の目的は，懐かしさを生起させる音楽と回想内容との関係を明らかにすることと，

精神的健康の短期的な側面である主観的気分との関係について明らかにすることであった.

高齢者 16名に対して，懐かしさを生起させる曲又は統制曲を聴かせ，聴取中に思い浮
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かんだことについて自由に発言させた.分析の結果，音楽に対する関心が高く，発言した

内容が自己と関連が強いときに自伝的な回想が多く引き出されていたことが示された.ま

た，懐かしさを生起させる曲では自伝的な内容が，統制曲では音楽の印象や気分・歌手に

関する内容が，最も多く引き出されていた.さらに，音楽により自伝的な回想が引き出さ

れたときには，ポジティブ気分が向上することが示された.

第3章音楽と回想内容に対する評価との関係及び音楽を用いた回想法の短期的 効果に

関する研究

第 3章の目的は，懐かしさを感じる音楽が，自伝的な回想、内容に対する再評価及び気分

に与える影響について明らかにすることであった.

高齢者 15名に対して，懐かしさを感じる幼少期に聴いた楽曲と懐かしさを感じない成人

期に聴いた楽曲をそれぞれ 2曲ずつ(ゆったりした静かな印象の曲 1曲と賑やかで明るい

曲 1曲)を聴取させ，音楽聴取後に思い浮かんだことについて自由に発言させた.音楽聴

取前と回想後で、主観的気分の測定を行った.分析の結果，懐かしさを生起させる音楽では，

自伝的な回想が多く引き出されていること，さらに，音楽の中でもゆったりした静かな印

象の音楽では，回想した内容に対して再評価が多くなされることが示された.さらに，懐

かしさを生起させる音楽を用いた場合に，回想前後でポジティブ感情が高まることが示さ

れた.

第4章音楽の主観的特徴と回想内容の評価との関係及び音楽を用いた回想法の 短期

的効果に関する研究

第 4章の目的は懐かしさ」を感じる音楽を手がかりとした回想を継時的におこなう

ことによって，回想内容の評価と主観的気分との関係について明らかにすること，さらに，

音楽の特徴と回想内容に対する評価との関係について明らかにすることであった.

高齢者 13名に対して，週に 1度または 2週に 1日のベースで 1日2回セッション全

11 "-' 12セッション(2ヶ月 "-'3ヶ月;実験説明日を含め計 7日間)を実施した. 1回のセ

ッションで 1曲を呈示し，その後半構造化面接をおこなった.音楽は幼少期から成人期

(昭和 50年代)に聴いた曲の中から本人が「懐かしい」音楽として選曲した曲を用いた.

回想後に主観的な気分を測定した.分析の結果，懐かしさを生起させる曲の中でも，曲に

対して「重い」という印象を強く感じるときには ポジティブに再評価された内容が多く

引き出されていることや，音楽の要素(歌詞，歌手の声など)の中でもメロディーが好き
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であるとき，ポジティブに再評価された内容が多く引き出されていた.このことから，音

楽の印象や特徴が，回想、内容の再評価過程に影響を与えており，ポジティブな再評価を促

している可能性が示された.また，評価の感情価によって気分の差はほとんどなく，ポジ

ティブ気分は高くネガティブ気分が低い状態であった.と同時に，ポジティブに再評価さ

れた内容やネガティブに評価された内容では，回想した内容は現在の自分に対してポジテ

ィブな影響を与えているという評価が多かった.これらのことから，回想した内容がネガ

ティブな内容であっても，自分にとってポジティブな影響があったと評価することで，気

分はポジティブに誘導されることが分かつた.

第5章音楽を用いた回想法の長期的な効果に関する研究

第 5章では，懐かしさの生起を伴う音楽を用いたライフレビューにおける，回想内容に

対する評価と精神的健康との対応関係，及び，懐かしさの生起を伴う音楽を用いたライフ

レビューにおける短期的な効果と長期的な効果の関連を明らかにすること，さらに発達段

階の違いと回想内容の評価や気分との関係、を明らかにするため，音楽の年代と回想の評価

及び気分との関連を明らかにすることを目的として検討をおこなった.

手続きは第 4章と同様であった.測定指標は，セッションごとの主観的な気分の変化と，

全セッションの前後での，自己受容，意欲，人生満足感，不安と不眠・欝症状・社会活動

障害であった.

精神的健康の長期的側面を示す因子として，現在に対する満足感と活動意欲，人生に対

する満足感の 3因子が抽出されたため，各因子の変化の違いによって回想評価や気分の比

較を検討した.その結果，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，過去

よりも現在の方がポジティブに再評価された内容を多く回想していたことや，過去も現在

もポジティブである内容が少なかったことが分かつた.

また，人生に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べて，過去よりもポジティブ

に再評価された内容や過去も現在もポジティブに評価している内容を回想したときに，憂

うつ感が低かったことが分かつた.現在に対する満足感が改善した者は悪化した者に比べ

て，過去よりもポジティブに再評価された内容や過去も現在もポジティブな内容及びネガ

ティブな内容を回想したときに，爽快感や快活感， リラックス感などのポジティブ気分が

高まっていたことが分かつた.

音楽の年代の違いにおいて，回想、の評価によって気分が異なるのかを検討したところ，

過去も現在もニュートラルな内容を回想したときには，音楽の年代が古いほど， リラック
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ス感が高まっていたことが分かつた.

本章の結果から，ライフレビ、ューによる精神的健康の変化と回想内容の回想内容の評価

との聞には関連性があり，また，短期的な効果である気分は長期的な効果の予測につなが

ることが示された.さらに，使用する音楽の年代により，回想の評価と気分との関係が異

なることも示された.

第6章総合考察

第 6章では，第 2章から第 5章までをまとめ，音楽と回想及び高齢者の精神的健康の関

係に関するメカニズムと臨床への応用可能性について考察した.

第 2章から第4章の結果から，音楽の印象や音楽によって引き起こされる感情，高齢者

が好む音楽の要素が，回想量や回想、内容，回想内容に対する評価に影響していることが分

かり，音楽聴取が回想、の量的・質的側面に影響することが明らかにされた.第 2章から第

5章の結果からは，音楽によって影響を受けた回想内容が気分に影響することや，個人の

回想内容に対する評価の特徴が人生に対する満足感の変化に関連していることが明らかと

なった.これらの結果から，音楽が回想の量的・質的側面を決定する要因となり，さらに音

楽によって影響を受けた回想が精神的健康へ影響するという一連のメカニズムが示された

と考えられる.

本研究により明らかにされた，回想、を引き出す音楽の特徴や精神的健康の維持や向上に

つながる回想の特徴は，音楽を用いたライフレビューを行なう際の音楽の選択方法や回想

の促し方などへ，応用することができると考えられる.

以上により，音楽を用いたライフレピ、ューは，高齢者の精神的健康の向上に有効である

ことが示された.
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【付録】

Appendix 1・1"'1-5 第 4章と 5章で使用した音楽

Appendix 2・1"'2・3 第 5章で使用した精神的健康の長期的指標 32項目



Appendix 1-1第4章と第5章で使用した音楽の題名(歌謡曲場合は歌手名も付記)

1.お江戸日本橋

2.さくらさくら

3.雪やコンコン

4.一ばん星みつけた

5.うさぎうさぎ

6.江戸子守唄

7.かごめかごめ

8.かぞえ唄

9.手まりうた

10.俵はごろごろ

11.だるまさん

12.あんたがたどこさ

13.一番はじめは

14.なんでしょね

15.いもむしごろごろ

1.早春賦

2.故郷

3.冬の夜

4.港

5.村の鍛冶屋

6.青葉の笛

7.冬の星座

8.茶摘

9.冬景色

10.村祭

11.蛍

12.我は海の子

13.牧場の朝

14.花火

15.燈台守

注)歌手名は，使用したCDrこ収録されている歌手の名前である.

【わらべうた】

16.花いちもんめ

17.ひらいたひらいた

18.ずいずいずっころばし

19.通りゃんせ

20.いちもんめのいらすけさん

21.坊さん坊さん

22.いちかけにかけ

23.かくれんぼ

24.お月さまいくつ

25.おおさむこさむ

26郵便さん

27.向こう横丁

28.一銭かいましょ

29.なベなベそこぬけ

30.柴の折戸の

【唱歌】

16.海

17.若葉

18.夏は来ぬ

19.汽車

20.虫のこえ

21.故郷の空

22.1龍月夜

23.七夕さま

24.とんび

25.田植

26.紅葉

27.旅愁

28鯉のぼり

29.野菊

30.埴生の宿



Appendix 1-2 第4章と第5章で使用した音楽の題名(歌謡曲場合は歌手名も付記)

1.酒落男(榎本健一)

2.ディアポロの唄(田谷力三)

3.女心の唄(山口栄次)

4.恋はやさし野辺の花よ(田谷力三)

5.ベアトリ姉ちゃん(田谷力三)

6.流浪の旅(桜井敏雄)

7.馬賊の唄(桜井敏雄)

8.ゴンドラの唄(伊藤久男)

9.蓄積の唄(織井茂子)

10.さすらいの唄(奈良光枝)

11.金色夜文の唄(桜井敏雄)

12.パイノパイノパイ(都家かつ江)

13.ラッパ節(都家かつ江)

14.松の声(神長瞭月)

15.残月一声(神長瞭月)

1.船頭小唄(森繁久踊)

2.篭の鳥(久保幸江)

3.復興節(桜井敏雄)

4.のんき節(石田幸松)

5.ス卜トン節(豆千代)

6.月は無情(こまどり姉妹)

7.まつくろけ節(都家かつ江)

8.青島節(赤坂小梅)

9.ドンドン節(都家かつ江)

10.奈良丸くずし(豆千代)

11.ギッチョンチョン(日暮千代子)

12.さいこどんどん(浅井丸留子)

13.法界節(小唄徳太郎)

14.有明節(関おひろ)

15.東雲節(浅草ゆめ子)

【年代別流行歌】

明治大正(1)

16.スカラーソング(桜井敏雄)

17.ハイラカ節(青木光一)

18.さのさ節(森妙子)

19.美しき天然(森繁久謂)

20.縁かいな(美空ひばり)

21.オッペケペ(桜井敏雄)

22.日清談判~欣慕節(赤坂小梅)

23.紫節~先代節(本篠秀太郎)

24.青葉茂れる桜井の(宍倉正信)

25.勇敢なる水兵(森繁久謂)

26.敵は幾万(ザ・エコーズ)

27.聞がいいソング(南地みつ春)

28.ズンベラ節(由岐ひろみ)

29.鉄道唱歌(西六郷少年少女合唱団)

明治大正(2)

16.荒城の月(藤山一郎)

17.人を恋うる歌(森繁久繭)

18.元冠(コロムビア合唱団)

19.真白き富士の根(初代コロムビア・ローズ)

20.梅ヶ枝節(浅井丸留子)

21.お江戸日本橋(関おひろ)

22.ごくない節(本篠秀太郎)

23.7イ・ドン卜・ノー(鈴木やすし)

24.乃木将軍の歌(コロムビア演歌隊)

25.鳴呼玉杯(森繁久覇)

26.千葉心中~家出の巻(桜井敏雄)

27.水師営の会見(森繁久踊)

28.恋の鳥(初代コ口ムビア・ローズ)

29.コロッケの唄(鈴木やすし・南地みつ春)

30.宵待草(高峰三枝子)



Appendix 1-3 第4章と第5章で使用した音楽の題名(歌謡曲場合は歌手名も付記)

【年代別流行歌】

1.君恋し(大川栄策)

2.東京行進曲(初代コロムビア・ローズ)

3.侍ニッポン(村田英雄)

4.酒は涙か溜息か(藤山一郎)

5.丘を越えて(藤山一郎)

6.影を慕いて(藤山一郎)

7.サーカスの唄(大川栄策)

8.涙の渡り鳥(都はるみ)

1.東京ラプソディー(藤山一郎)

2.男の純情(藤山一郎)

3.人生の並木路(美空ひばり)

4.流転(~t島三郎)

5.別れのブルース(淡谷のり子)

6.愛国の花(島倉千代子)

7.旅の夜風(霧島昇)

8.純情二重奏(高峰三枝子，霧島昇)

1.リンゴの唄(並木路子)

2.東京の花売娘(都はるみ)

3.夜のプラットホーム(二葉あき子)

4.かえり船(大川栄策)

5.憧れのハワイ航路(都はるみ)

6.東京プギウギ(美空ひばり)

7.湯の町エレジー(近江俊郎)

8.青い山脈(藤山一郎)

昭和一ケタ

9.赤城の子守唄(東海林太郎)

10.並木の雨(美空ひばり)

11.片瀬波(都はるみ)

12.雨に咲く花(美空ひばり)

13.無情の夢(大川栄策)

14.船頭可愛や(音丸)

15.旅笠道中(~t島三郎)

16.緑の地平線(都はるみ)

回和10年代

9.誰か故郷を想わざる(霧島昇)

10.湖畔の宿(高峰三枝子)

11.別れ船(大川栄策)

12.新妻鏡(島倉千代子)

13.蘇州夜曲(都はるみ)

14.湯島の白梅(都はるみ)

15.高原の旅愁(伊藤久雄)

16.南から南から(美空ひばり)

昭和20年代

9.長崎の鐘(藤山一郎)

10.悲しき口笛(美空ひばり)

11.星の流れに(ちあきなおみ)

12.君の名は(織井茂子)

13.高原列車は行く(岡本敦郎)

14.お富さん(都はるみ)

15.この世の花(島倉千代子)

16.リンゴ追分(美空ひばり)



Appendix 1・4 第4章と第5章で使用した音楽の題名(歌謡曲場合は歌手名も付記)

1.別れの一本杉(ちあきなおみ)

2.浅草姉妹(こまどり姉妹)

3.ここに幸あり(美空ひばり)

4jt帰行(小林旭)

5.東京のパスガール(初代コロムビア・ローズ)

6.からたち日記(島倉千代子)

7.アカシアの雨がやむとき(ちあきなおみ)

8.王将(村田英雄)

1.柔(美空ひばり)

2.夢は夜ひらく(美空ひばり)

3.新宿ブルース(扇ひろ子)

4.悲しい酒(セリフ入り)(美空ひばり)

5.涙の連絡船(都はるみ)

6.好きになった人(都はるみ)

7.星影のワルツ(大川栄策)

8.愛の奇跡(ヒデとロザンナ)

1.花街の母(金田たつえ)

2.無法松の一生(度胸千両入り)(村田英雄)

3.北国の春(新沼謙治)

4.舟唄(八代E紀)

5.夫婦春秋(村田英雄)

6.風雪ながれ旅(金田たつえ)

7.ふたりの大阪(都はるみ，宮崎雅)

8.大阪しぐれ(都はるみ)

【年代別流行歌】

田和30年代

9.なみだ船(~t島三郎)

10.出世街道(畠山みどり)

11.高校三年生(舟木一夫)

12.アンコ椿は恋の花(都はるみ)

13.青春サイクリング(小坂一也)

14.人生劇場(村田英雄)

15.東京だヨおっ母さん(島倉千代子)

16.僕は泣いちっち(守屋浩)

田和40年代

9.長崎は今日も雨だった(都はるみ)

10.ブルーライト・ヨコハマ(いしだあゆみ)

11.女のみち(宮史郎)

12.なみだ恋(八代E紀)

13.喝采(ちあきなおみ)

14.真赤な太陽(美空ひばり)

15.昭和枯れす〉き(高樹一郎，津山洋子)

16.北の宿から(都はるみ)

田和50年代

9.奥飛騨慕情(大川栄策)

10.氷雨(住山明生)

11.北酒場(細川たかし)

12.さざんかの宿(大川栄策)

13.矢切の渡し(細川たかし)

14.浪花恋しぐれ(都はるみ，岡千秋)

15.兄弟船(大川栄策)

16.浪花節だよ人生は(細川たかし)



Appendix 1・5 第4章と第5章で使用した音楽の題名(歌謡曲場合は歌手名も付記)

【軍歌(1)】

1.軍艦マーチ(111ブラスバンド)

2.加藤部隊歌(隼戦闘隊)(三浦洗ー)

3.あ〉草枕幾度ぞ(鶴田浩二)

4.荒鷲の歌(首根史朗)

5.蘇州夜曲(渡辺はま子)

6.愛馬進軍歌(三浦洗ー)

7.九段の母(鶴田浩二)

8.戦友(三浦洗ー)

9.青年日本の歌(昭和維新の歌)(鶴田浩二)

10.月月火水木金金(橋幸夫)

11.空の勇士(三浦洗ー)

12.父よあなたは強かった(渡辺はま子)

1.太平洋行進曲(111プラスバンド)

2.ラバウル海軍空港隊(鶴田浩二)

3.梅と兵隊(鶴田浩二)

4.愛国の花(渡辺はま子)

5.航空百日祭(曽根史朗)

6.出従兵士を送る歌(渡辺はま子)

7.空の神兵(三浦洗ー)

8.戦友の遺骨を抱いて(鶴田浩二)

9.支郡の夜(渡辺はま子)

10.皇国の母(鶴田浩二)

11.何日君再来(渡辺はま子)

13.討匪行(鶴田浩二)

14.夜来香(イエライシャン)(渡辺はま子)

15.可愛いスーチャン(青江三奈)

16.上海だより(鶴田浩二)

17.ラバウル小唄(鶴田浩二)

18.海鷲だより(鶴田浩二)

19.特攻隊節(鶴田浩二)

20.婦人従軍歌(渡辺はま子)

21.太平洋行進曲(渡辺はま子)

22.ハバロフスク小唄(鶴田浩二)

23.異国の丘(三浦洗ー)

【軍歌(2)】

12.愛国行進曲(三浦洗ー)

13.ズンドコ節(青江三奈)

14.麦と兵隊(三浦洗ー)

15.燃ゆる大空(曽根史朗)

16.あ〉紅の血は燃ゆる(鶴田浩二)

17.学徒進軍歌(鶴田浩二)

18.湖南進軍譜(渡辺はま子)

19.海の勇士(つわもの)(鶴田浩二)

20.同期の桜(鶴田浩二)

21.ダンチョネ節(鶴田浩二)

22.ああモンテンルパの夜は更けて(渡辺はま子)



Appendix 2・1 健康度(不眠・不安，欝状態，社会的活動障害，各2項目)

注意)実際に使用したときには項目の順序はランダムにした.

.あなたの数週間の健康状態についておたずねします。
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らは
な ま
いる

卜問題を解決できなくて、因ったことは……...・H ・..…...・H ・...1 2 3 4 5 

社会活動障害イ

トいつもより自分のしていることに生きがいを感じることは・ 1234 5
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欝

・
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自分は役に立たない人間だと考えたことは……….. .・ H ・..…・ 1 2 345  

生きていることに意味がないと感じたことは……...・H ・..….1 2 3 4 5 

心配ごとがあって、よく眠れないようなことは………...・H ・1 2 345  

いらいらして、おこりっぽくなることは...・H ・H ・H ・....・H ・....1 2 3 4 5 



Appendix 2-2 自己受容，意欲，生活満足感各2項目

注意)実際に使用したときには項目の順序はランダムにした.以下の2と6は逆転項目.

.次の文は、現在の自分にどのくらいあてはまりますか。

I 1満足感がもてない。…
生活満足感イ

I 2自分はのびのびと生きている。…・・

I 3自分なりの個性を大事にしている。…
自己受容〈

全
く
あ
て
は
ま
b 
な

14私には私なりの人生があってもいいと思う。…….....・ H ・.1 

非
件吊同

あ
て
lま
ま
る

2 3 4 5 

2 4 

2 4 5 

3 4 5 

I 5張り合いがあり、やる気がでている。...・H ・....……...・ H ・.1 2 3 45  
意欲〈

1 6自分には目標というものはない0 ・・…...・H ・.....・ H ・.....・H ・.1 2 3 4 5 



Appendix 2・3 人生満足感(LISA) 20項目

。現在のお気持ちについてお答えください。

1年をとるということは、若いときに考えていたよりも、よいことだと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

2あなたの人生は、他の人にくらべて、めぐまれていたと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

3これまでの人生で、今が一番いやなときだと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

4若いときと同じように幸福だと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

5自分の人生を、今よりもっと幸せにする方法があったと思いますか。

1 .そう思う 2.そう思わない 3. どちらともいえない

6自分のしていることのほとんどが、退屈だと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

7あなたが今していることは、昔と同じようにおもしろいことだと思えますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

8自分の人生をふりかえってみて、満足できますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

9もし過去をかえられるとしたら、自分の人生をやり直したいと思いますか。

1 .そう思う 2. そう恩わない 3. どちらともいえない

10一ヶ月先、一年先の計画がありますか。

1 .ある 2. ない 3. どちらともいえない

11これまでの人生で、今が一番幸せなときだと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない



12他の人と比べて、ゅううつになることが多いと思いますか。

1 .そう思う 2.そう思わない 3. どちらともいえない

1 3これまでの人生で、あなたは求めていたことのほとんどを実現できたと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

14たいていの人の生活は、悪くなってきていると思いますか。

1 .そう思う 2.そう思わない 3. どちらともいえない

15人生を振り返ってみて、あなたは求めていた大事なことのほとんどを実現しそこ
なったと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

16これから先何か良いこと、楽しいことがあると思いますか。

1 .そう思う 2.そう思わない 3. どちらともいえない

17年をとって、少し疲れたように感じますか。

1 .そう思う 2.そう思わない 3. どちらともいえない

18年をとったことが気になりますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない

19同じくらいの年の人と比べて、ばかなことをたくさんしてきたと思いますか。

1 .そう思う 2.そう思わない 3. どちらともいえない

20同じくらいの年の人と比べて、あなたの姿・形はよい方だと思いますか。

1 .そう思う 2. そう思わない 3. どちらともいえない
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